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美しい自然に抱かれ、昔と今が共生するまち　「葛城」

平成23年度予算・主要事業の概要平成23年度予算・主要事業の概要
　「明るい　「明るい葛葛城市づくりのための5ヶ条」プランの実現に向けて城市づくりのための5ヶ条」プランの実現に向けて

「春の集団検診」受付開始！「春の集団検診」受付開始！
　詳しくは折り込みチラシをご覧ください　詳しくは折り込みチラシをご覧ください

表紙　「第1回菜の花まつりアースデイin表紙　「第1回菜の花まつりアースデイinかつらぎ」菜の花畑（葛木）かつらぎ」菜の花畑（葛木）



一般会計 147 億 8200 万円（前年度比 4％増）一般会計 147 億 8200 万円（前年度比 18.0％増）

歳歳 歳入 歳歳 歳出

市民１人あたりの
　 市税負担額

112,132円

市民税
45,941円

固定資産税
58,917円

軽自動車税
  1,721円

市たばこ税
  5,553円

市民１人あたり
　　に使われるお金

406,344円

その他
  3,253円

民生費
134,306円  

土木費
61,706円

教育費
45,679円

公債費
33,688円

衛生費
66,341円

総務費
30,788円

消防費
12,288円

農林商工費
11,984円

議会費
  6,311円

※市民 1人あたりの金額

　その年度の　　平成 23年 4月 1日

　 総合計　　　　現在人口　36,378 人

自主財源
　市税、使用料など、市が自ら収納、徴収できる財源のこと。
安定した行政運営には、歳入総額に対する割合が大きいほど望ましい。
依存財源
　自主財源に対して、地方交付税や国庫支出金など国や県の基準により
交付されたり割り当てられたりする収入のこと。

平成22年度

市の予算を
　見てみよう
市の予算を
　見てみよう
市の予算を
　見てみよう
　平成 23 年度の一般会計と 8つの特別会計及び水道事業会計の予算が

まとまり、平成 23 年第 1回葛城市議会定例会に提案されました。

用　語　の　説　明

お問い合わせ　総務財政課

予
算
平成 23年度

予算額

2広報「 」平成23年5月号

民生費民生費
 （社会福祉や高齢者、 （社会福祉や高齢者、
　児童福祉などに）　児童福祉などに）
48億8577万 3千円48億 8577万 3千円

衛生費衛生費
 （保健や環境、 （保健や環境、
　ゴミの処理などに）　ゴミの処理などに）
24億1334万 4千円24億 1334万 4千円
土木費土木費
 （道路整備や （道路整備や
　公園管理などに）　公園管理などに）
22億4475万 9千円22億 4475万 9千円

教育費教育費
 （学校教育や社会教育に） （学校教育や社会教育に）
16億6173万円16億 6173万円

公債費公債費
 （市が借りたお金の返済に） （市が借りたお金の返済に）
12億2548万 6千円12億 2548万 6千円

総務費総務費
 （市の財産管理や戸籍、税務などに） （市の財産管理や戸籍、税務などに）
11億2002万 4千円11億 2002万 4千円
消防費消防費（消防活動などに）（消防活動などに）
4億4703万 2千円4億4703万 2千円

農林商工費農林商工費
（農林畜産業、商工業や観光などに）（農林畜産業、商工業や観光などに）
4億3594万 4千円4億3594万 4千円

議会費議会費（議会の運営や議員の報酬に）（議会の運営や議員の報酬に）
2億2957万 1千円2億2957万 1千円

その他その他
（基金積立・災害による被害の復旧などに）（基金積立・災害による被害の復旧などに）
1億1833万 7千円1億1833万 7千円

自主財源自主財源
　34.9％　34.9％

依存財源依存財源
　65.1％　65.1％

市税市税
 （市民税、固定資産税など） （市民税、固定資産税など）
40億7913万 7千円40億 7913万 7千円

繰入金繰入金
 （基金（市の貯金）から （基金（市の貯金）から

取り崩すお金）取り崩すお金）
4億7800万円4億7800万円

使用料及び手数料使用料及び手数料
 （市施設の使用料や住民票の （市施設の使用料や住民票の

交付手数料など）交付手数料など）
2億115万 9千円2億115万 9千円

分担金及び負担金分担金及び負担金
 （ （特定の利益を受ける人から特定の利益を受ける人から
徴収するお金、保育料など徴収するお金、保育料など））
1億6847万 1千円1億6847万 1千円

その他その他
 （繰越金、財産収入など） （繰越金、財産収入など）
2億4450万 9千円2億4450万 9千円

地方交付税地方交付税
 （所得税等の一部から地方公共団体 （所得税等の一部から地方公共団体

に交付されるお金）に交付されるお金）
33億5000万円33億 5000万円

市債市債
 （事業を行うために国や金融 （事業を行うために国や金融

機関から借りるお金）機関から借りるお金）
26億4910万円26億 4910万円

国庫支出金国庫支出金
 （市が行う特定の事業などに （市が行う特定の事業などに

対し国が交付するお金）対し国が交付するお金）
23億1957万 4千円23億 1957万 4千円

県支出金県支出金
 （市が行う特定の事業などに （市が行う特定の事業などに

対し県が交付するお金）対し県が交付するお金）
7億7905万円7億7905万円

その他その他
 （地方消費税交付金など） （地方消費税交付金など）

5億1300万円5億1300万円
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会 計 名 平成 23 年度予算額 平成 22 年度予算額 増 減 額
国民健康保険特別会計 3,674,000 3,496,000 178,000
老人保健特別会計 0 1,220 ▲ 1,220
後期高齢者医療保険特別会計 275,800 294,600 ▲ 18,800
介護保険特別会計 （保険事業勘定） 1,943,100 1,876,200 66,900

（介護サービス事業勘定） 21,600 19,710 1,890
下水道事業特別会計 1,601,000 1,755,000 ▲ 154,000
学校給食特別会計 292,800 282,800 10,000
住宅新築資金等貸付金特別会計 810 810 0
霊苑事業特別会計 39,850 4,170 35,680
葛城市・広陵町介護認定審査会特別会計 14,898 15,474 ▲ 576

■ 平成23年度　特別会計及び水道事業会計予算額

会 計 名 平成 23 年度予算額 平成 22 年度予算額 増 減 額

水道事業会計

収益的収入 782,924 757,745 25,179
収益的支出 719,947 729,125 ▲ 9,178
資本的収入 42,600 55,846 ▲ 13,246
資本的支出 272,823 249,619 23,204

一般会計予算の総額は147億8200万円で前年度比22億5200万円、18.0％の増となりました。

● 市税全体で3151万 3千円の減　
　・個人市民税【14億 4070 万円】
　　　（前年度比▲ 1億 1580 万円、7.4％の減）
　　　所得の落ち込みと住宅借入金等特別税額控除な
　　　どによる。
　・法人市民税【2億 3055 万円】
　　　（前年度比 200万円、0.9％の増）
　・固定資産税【21億 4328 万 7千円】
　　　（前年度比 8528 万 7千円、4.1％の増）
　・軽自動車税【6260 万円】
　　　（前年度比 100万円、1.6％の増）
　　　保有台数の増加による。
　・市たばこ税【2億 200 万円】
　　　（前年度比▲ 400万円、1.9％の減）
　　　健康志向の影響などによる。
● 地方交付税は7000万円の増
　　地方交付税は 33 億 5000 万円を計上しています
　が、国の地方財政対策による交付税総額の増額など
　の理由により、前年度比 7000 万円、2.1％の増とな
　っています。
● 市債は12億 8070万円の増
　　市債につきましては 26 億 4910 万円で、前年度
　比 12億 8070 万円、93.6％の増となっています。

● 人件費は1087万 9千円の減
　　人件費については 26 億 9510 万 8 千円で、前年
　度比▲ 1087 万 9千円、0.4％の減となっています。
● 扶助費は子ども手当費等により
  3 億 26万 5千円の増
　　扶助費は 25 億 1562 万 5 千円で、子ども手当費
　等の増加により前年度比 3億 26 万 5千円、13.6％
　の増となっています。
● 公債費は4754万 8千円の減　
　　公債費は 12億 2541 万 8千円で、前年度比
　▲ 4754 万 8千円、3.7％の減となっています。

　人件費、扶助費、公債費を合わせた義務的経費
は 64 億 3615 万 1 千円で、前年度比 2億 4183

万 8千円、3.9％の増となりました。

● 投資的経費は17億340万円の増　　
　　投資的経費は 32 億 8095 万 8 千円で、磐城第 2
　保育所整備事業、新クリーンセンター建設事業等の
　増により、前年度比 17 億 340 万円、108.0％の増
　となっています。

※ 自主財源と依存財源
　　自主財源は51億7127万6千円で、前年度比9594万4千円、1.9％の増、依存財源は96億1072万4千円で、

　国庫・県支出金、地方交付税などの増加により前年度比 21億 5605 万 6千円、28.9％の増となっており、自主

　財源比率は 34.9％と前年度より 5.5 ポイント下がりました。

＜一般会計の歳入＞　主なものは・・・＜一般会計の歳入＞　主なものは・・・ ＜一般会計の歳出＞　性質別にみれば・・・＜一般会計の歳出＞　性質別にみれば・・・

（単位：千円）
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⒈⒈市民の皆様といっしょに取り組む、新しいまちづくり市民の皆様といっしょに取り組む、新しいまちづくり ⒉安心して子育てができるまち、人づくりはまちづくり⒉安心して子育てができるまち、人づくりはまちづくり

①学校施設整備事業（373,788）①学校施設整備事業（373,788）
・新庄小学校校舎地震補強・大規模改造工事（新規）
・磐城小学校校舎地震補強・大規模改造工事（新規）
・新庄小学校校舎・磐城小学校屋内運動場地震補強・大規模
　改造工事の実施設計（新規）　・各学校改修工事等
②緊急メール配信事業（新規）（567）②緊急メール配信事業（新規）（567）
　不審者情報や気象警報発表に伴い、保護者への情報提供を
メール配信します。
③児童安全パトロール事業（継続）（4,144）③児童安全パトロール事業（継続）（4,144）
　子どもの安全を確保できる地域づくりを行うために、シル
バー人材センターに委託して、毎日 15人体制で下校時間に
合わせての引率や巡視を実施し、子どもの安全を守ります。
④子ども・若者育成支援事業（継続）（4,138）④子ども・若者育成支援事業（継続）（4,138）
　社会とのつながりが希薄になっていることで、自宅以外
での生活の場が失われることが懸念される子どもや若者に対
して、継続的に支援等を行います。また、関西大学と締結し、
人的支援や知的資源の提供を受けながら、事業の効果的な推
進を図ります。
⑤磐城第２保育所建設事業（継続）（439,364）⑤磐城第２保育所建設事業（継続）（439,364）
　新市建設計画に基づき、老朽化が進む磐城第 2保育所の整
備を行います。
⑥教育講演会実施事業（継続）（1,000）⑥教育講演会実施事業（継続）（1,000）
　中学生に将来への夢や希望を育むため、様々な分野でご活
躍中の方を招き、講演会を開催します。
⑦小・中学校への扇風機設置事業（新規）（5,747）⑦小・中学校への扇風機設置事業（新規）（5,747）
　近年の猛暑に鑑み、児童生徒が学習しやすい教育環境とす
るため、学級教室への扇風機設置を行います。
⑧中学生用郷土読本作成事業（新規）（840）⑧中学生用郷土読本作成事業（新規）（840）
　中学生の郷土に対する興味関心を高め、愛着や誇りを醸成
するために、郷土読本の編集・発行を行います。
⑨学校・地域連携事業 (新規） （3,600）⑨学校・地域連携事業 (新規） （3,600）
　学校教育の充実と、地域や家庭の教育力の向上を図るため、
市内小・中学校に学校支援地域コーディネーターを設置し、
学校支援ボランティアの派遣も行いながら学校の環境整備支
援活動を行います。
⑩子ども手当（継続）（905,844）⑩子ども手当（継続）（905,844）
　国の制度に準じた額で支給いたします。

①幼児２人同乗用自転車購入費補助事業（継続）（400）①幼児２人同乗用自転車購入費補助事業（継続）（400）
　幼児 2人を前後に乗せる「幼児 2人同乗用自転車」が条件
付で許可されたことを受けて、購入費用の補助を行い、子育
て家庭の経済的な負担の軽減を図ります。
②既存木造住宅耐震診断支援事業（継続）（585）②既存木造住宅耐震診断支援事業（継続）（585）
　安全・安心なまちづくりを進めるため、個人の木造住宅の
耐震診断費用を公費負担します。
③既存木造住宅耐震改修工事補助事業（継続）（900）③既存木造住宅耐震改修工事補助事業（継続）（900）
　安全・安心なまちづくりを進めるため、個人の木造住宅の
耐震改修費用の一部を助成します。
④「消防のしごと」冊子作成事業（新規）（263）④「消防のしごと」冊子作成事業（新規）（263）
　市内の小学 4年生を対象に行われている、社会科授業の一
環である「消防署見学」に使用する資料として、冊子の作成
を行います。
⑤消費生活相談事業（継続）（1,463）⑤消費生活相談事業（継続）（1,463）
　市民を対象に、悪質商法のトラブルや苦情処理など、消費
者問題の相談を行う「消費生活相談」を毎週 1回実施します。
⑥新クリーンセンター建設事業（継続）（1,099,927）⑥新クリーンセンター建設事業（継続）（1,099,927）
　進入路及び施設用地の購入と、進入路・解体撤去・敷地造
成工事を進めます。
⑦尺土駅前周辺整備事業（継続）（309,920）⑦尺土駅前周辺整備事業（継続）（309,920）
　道路用地、広場用地の買収を進めます。
⑧道の駅新設検討委託事業（継続）（3,000）⑧道の駅新設検討委託事業（継続）（3,000）
　市の観光のPRと商工業、農業の活性化を図る等、多様な
機能をあわせ持った、仮称「道の駅」について検討します。
⑨国鉄・坊城線整備事業（新規）（524,000）⑨国鉄・坊城線整備事業（新規）（524,000）
　道路整備を進めます。
⑩市民活動支援補助事業（継続）（1,410）⑩市民活動支援補助事業（継続）（1,410）
　「魅力のあるまち・葛城市」を実現するため、市民公益活動
団体が提案して実施する事業に対して補助を行い、市民との
協働によるまちづくりを推進します。

⒊徹底した情報公開による「市民が主役」のまちづくり⒊徹底した情報公開による「市民が主役」のまちづくり

①タウンミーティング実施事業（継続）　①タウンミーティング実施事業（継続）　
　市民の皆様と市長が直接対面し、気軽に何でも語り合える
タウンミーティングを引き続き実施します。
②電算システム共同化推進事業（継続）（59,538）②電算システム共同化推進事業（継続）（59,538）
　電算システム共同化事業を推進し、共同化による IT コスト
の削減と行政サービスの質の向上を図ります。
③職員研修事業（継続）（1,937）③職員研修事業（継続）（1,937）
　従来の研修機関での研修に加え、市の実情に即した内容の
研修を年間を通じて実施し、職員の資質と対応能力の向上を
図ります。

⒋心豊かな人が育ち、誰もが生きがいをもって過ごすまちづくり⒋心豊かな人が育ち、誰もが生きがいをもって過ごすまちづくり

①小児医療費助成事業（継続）（7,200）①小児医療費助成事業（継続）（7,200）
　子育て家庭への経済的支援の拡充を図るため、小学校修了
時まで、入院と歯科診療分の医療費の助成を行います。
②妊婦健康診査公費負担事業（継続）（26,810）②妊婦健康診査公費負担事業（継続）（26,810）
　母体や胎児の健康確保を図るうえで、重要な妊婦健康診査
の公費負担14回を継続するとともに、妊婦一人当たりの公費
負担額を増やし、すこやかな妊娠と安定した出産を支援します。
③子宮頸がん等ワクチン接種助成事業 （56,838）③子宮頸がん等ワクチン接種助成事業 （56,838）
　子宮頸がん予防ワクチンにあっては、中学 1年生から高校
1年生（平成 22 年度において中学 3年生の未接種者）相当
の女子を、ヒブワクチン及び小児用肺炎球菌ワクチンにあっ
ては、2か月齢から 5歳未満の乳幼児を対象に、ワクチン接
種費用の助成を行います。
④各種健（検）診事業（継続）（25,341）④各種健（検）診事業（継続）（25,341）
　胃がん等の早期発見、早期治療のため各種健 (検 ) 診を実
施して、市民の健康づくりを進めます。また、特定の年齢に
達した女性特有のがん検診 (子宮がん・乳がん )の無料クー
ポン配布による費用助成を行い、受診率の向上に努めます。
⑤特定健診及び特定保健指導事業（継続）（18,054）⑤特定健診及び特定保健指導事業（継続）（18,054）
　生活習慣病の予備軍を早期に発見するための健康診査を実
施し、保健指導の対象者には、健康教育や健康相談等の講座
を積極的に開催し、生活習慣病の予防を一層強化します。
⑥在宅高齢者日常生活用具給付事業（継続）（788）⑥在宅高齢者日常生活用具給付事業（継続）（788）
　独居高齢者で非課税世帯の方を対象に、火災報知器の給付
及び設置費用の負担を行います。

⒌自然や歴史遺産の豊かさと、住みよさが共存するまちづくり⒌自然や歴史遺産の豊かさと、住みよさが共存するまちづくり

①鳥獣被害防止対策事業（継続） （360）①鳥獣被害防止対策事業（継続） （360）
　野生鳥獣による被害防止対策の充実強化を図ることにより、
農林被害の軽減を図ります。
②狩猟免許取得支援補助事業 (新規）（572）②狩猟免許取得支援補助事業 (新規）（572）
　イノシシ等の鳥獣害を軽減するため、猟友免許のわな免許
取得者に対し補助を行います。
③大相撲葛城場所実行委員会負担金（新規）（5,000）③大相撲葛城場所実行委員会負担金（新規）（5,000）
　「當麻のけはや」生誕の地、「相撲発祥の地」を広くアピー
ルし、大相撲地方巡業の誘致を行うため、実行委員会に対し
て運営資金の負担を行います。
④観光振興事業（継続）（12,038）④観光振興事業（継続）（12,038）
　「二上山」、「當麻寺」、「蓮花ちゃん」といった観光資源を活
用し、観光客の誘致を積極的に行います。
⑤中小企業資金融資制度（継続）（8,345）⑤中小企業資金融資制度（継続）（8,345）
　中小企業資金融資枠を 3億円として、中小企業経営者を支
援するとともに、融資の斡旋や保証料等の助成を行います。
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本
日
、
平
成
23
年
第
１
回
葛
城
市
議
会
定

例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
議
員
各
位
の
ご
健

勝
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
市
政
の
推
進
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
こ
と
に
対
し
、
衷
心
よ
り
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

諸
議
案
の
ご
審
議
を
お
願
い
す
る
に
先
立

ち
、
平
成
23
年
度
当
初
予
算
案
を
は
じ
め
市

政
の
重
要
案
件
に
つ
き
ま
し
て
、
私
の
所
信

を
申
し
述
べ
、
改
め
ま
し
て
議
員
の
皆
様
並

び
に
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
私
に
と
り
ま
し
て
市
長
任
期

の
後
半
に
差
し
か
か
り
、「
起
承
転
結
」
で

申
し
ま
す
と
「
転
」
に
あ
た
る
年
と
な
り
ま

す
。
こ
の
２
年
余
り
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く

り
、
よ
り
よ
い
市
政
を
目
指
し
て
、
皆
様
の

ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、
様
々
な
こ
と
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
「
有
言
実
行
」
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
れ
ば
、

思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
こ
と
も
ご
ざ
い

ま
す
。
任
期
前
半
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
こ
と
を
振
り
返
り
、
そ
の
成
果
と
課
題

を
真
摯
に
検
証
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
施

策
の
精
度
を
高
め
、
更
に
進
展
さ
せ
る
一
方
、

事
業
費
の
７
割
近
く
を
国
費
で
持
っ
て
も
ら

え
る
有
利
な
起
債
で
あ
る
「
合
併
特
例
債
」

の
期
限
が
残
り
４
年
と
な
る
中
、
新
市
建
設

計
画
の
見
直
し
を
図
り
な
が
ら
、
財
政
の
健

全
化
に
は
注
視
し
つ
つ
、
葛
城
市
の
将
来
に

必
要
な
事
業
を
見
定
め
、
着
実
に
実
行
し
て

い
く
た
め
の
重
要
な
年
度
で
あ
る
と
位
置
づ

け
て
お
り
ま
す
。

　

市
長
と
致
し
ま
し
て
は
ま
だ
道
半
ば
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
一
人
で
も
多
く
の
市
民
の

皆
様
の
声
を
伺
い
、
市
民
の
皆
様
が
大
好
き

な
葛
城
市
の
た
め
に
、
ま
た
今
以
上
に
葛
城

市
を
好
き
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
私

が
予
て
よ
り
目
標
に
掲
げ
て
お
り
ま
す
「
明

る
い
葛
城
市
づ
く
り
の
た
め
の
５
ヶ
条
」
プ

ラ
ン
の
一
層
の
実
現
に
向
け
、
施
策
を
展
開

し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
の
経
済
情
勢
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
本
格
的
な
回
復
基

調
が
見
え
な
い
ま
ま
デ
フ
レ
傾
向
が
長
期
化

し
て
お
り
ま
す
。
そ
ん
な
深
刻
な
財
政
状
況

の
も
と
、
少
子
化
・
高
齢
化
、
生
産
年
齢
人

口
の
減
少
は
否
応
な
く
進
み
、
社
会
の
閉
塞

感
、
将
来
へ
の
不
安
感
が
つ
の
る
ば
か
り
で

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
本
市
に
お
き
ま
し
て

は
、
歳
出
削
減
の
積
極
的
な
取
り
組
み
、
自

主
財
源
で
あ
る
市
税
の
収
納
確
保
に
よ
り
、

比
較
的
健
全
な
財
政
運
営
を
維
持
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
景

気
の
低
迷
に
伴
い
、
法
人
市
民
税
に
お
き
ま

し
て
は
、
平
成
21
年
度
決
算
で
対
前
年
度
比

約
２
億
６
５
０
０
万
円
、
率
に
し
て
47
・
４

％
の
大
幅
な
減
収
と
な
る
な
ど
極
め
て
厳
し

い
状
況
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
個

人
市
民
税
に
お
き
ま
し
て
も
、
個
人
所
得
が

景
気
低
迷
の
影
響
を
直
に
受
け
る
こ
と
か
ら
、

平
成
23
年
度
以
降
は
堅
調
な
伸
び
を
期
待
す

る
こ
と
が
難
し
い
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

一
方
、
歳
出
面
で
は
、
定
員
管
理
適
正
化

に
よ
り
人
件
費
は
減
少
し
つ
つ
あ
る
も
の
の
、

医
療
費
そ
の
他
の
扶
助
費
、
各
特
別
会
計
へ

の
繰
出
金
、
新
市
建
設
計
画
に
伴
う
普
通
建

設
事
業
費
等
に
お
き
ま
し
て
著
し
い
増
加
が

見
込
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
が
本
市
の
財
政
構

造
に
お
け
る
弾
力
性
を
圧
迫
し
、
将
来
的
に

厳
し
い
財
政
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と

は
必
至
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
各
事
業
の
費

用
対
効
果
を
検
証
し
、
民
間
の
経
営
手
法
の

導
入
や
行
財
政
改
革
を
更
に
推
進
し
、
今
後

も
引
き
続
き
健
全
な
財
政
運
営
を
維
持
す
る

努
力
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
度
実
施
致
し
ま
し
た
「
事
務
事
業
市

平
成
平
成
2233
年
度
ま
ち
づ
く
り
施
策
に
つ
い
て

年
度
ま
ち
づ
く
り
施
策
に
つ
い
て

予
算
・
施
政
方
針

葛城市長葛城市長

　　山　下　和　弥山　下　和　弥
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（
市
民
の
安
全
の
確
保
）

　

ま
ず
、
防
犯
対
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
昨
年

度
に
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
犯
灯
の
設
置
補
助
に
つ
き
ま
し
て
は
、

街
灯
の
新
設
に
係
る
補
助
に
加
え
器
具
の
取

替
え
も
補
助
対
象
と
し
、
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
き
ま
し
て
も
「
交
通

安
全
母
の
会
」
や
「
交
通
対
策
協
議
会
」
な

ど
の
皆
様
の
ご
協
力
、
並
び
に
「
交
通
指
導

員
」
の
配
置
に
よ
る
指
導
・
啓
発
等
に
よ
り
、

安
全
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
よ
り
実
施
し
て
お
り
ま
す

「
奈
良
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
」
の
安
全

基
準
に
適
合
す
る
「
幼
児
２
人
同
乗
用
自
転

車
」
の
購
入
に
伴
う
費
用
に
つ
き
ま
し
て
も
、

子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
補
助
事
業
を
継

続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
自
然
災
害
や
火
災
等
へ
の
安
全
性
の
向
上
）

　

ま
ず
、
市
民
の
皆
様
を
対
象
と
す
る
防
災

訓
練
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
小
学
校
区
単

位
で
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
発
生
が
想
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
南

海
・
東
南
海
地
震
に
備
え
、
災
害
応
援
協
定

の
更
な
る
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
一
般
木
造
住
宅
の
耐
震
化
に
つ
き
ま
し

て
も
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
「
耐
震
診
断
支

援
事
業
」
や
「
耐
震
改
修
工
事
補
助
事
業
」

を
実
施
し
、
災
害
の
発
生
に
備
え
る
ま
ち
づ

く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
住
宅
火
災
予
防
の
強
化
を
図
る
た

め
に
、
高
齢
者
宅
へ
の
防
火
訪
問
、
事
業
所

や
自
治
会
又
は
学
校
等
で
の
防
火
指
導
及
び

防
火
教
育
を
実
施
す
る
と
と
も
に
「
住
宅
用

火
災
警
報
器
」
の
設
置
推
進
活
動
を
継
続
的

に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
各
大
字
及
び
各
事
業
所
等
に
対
す

る
消
防
防
災
訓
練
指
導
を
引
き
続
き
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。
更
に
昨
年
度
に
消
防
指
令

装
置
シ
ス
テ
ム
の
更
新
を
行
い
ま
し
た
の
で
、

火
災
・
救
急
等
の
出
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き

る
よ
う
、
通
信
指
令
業
務
の
運
営
に
万
全
を

期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
校
の
社
会
科
授
業
の
一
環
と

し
て
、
４
年
生
の
児
童
が
消
防
署
を
訪
れ
、

署
員
よ
り
仕
事
に
つ
い
て
の
講
話
や
消
防
訓

練
等
の
見
学
を
行
う
際
の
資
料
と
し
て
、「
消

防
の
し
ご
と
」
冊
子
を
作
成
し
、
消
防
業
務

に
対
す
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
知
識
と
理
解
を

深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
市
民
生
活
の
安
心
感
の
向
上
）

　

ま
ず
、
架
空
請
求
、
悪
徳
商
法
等
の
苦
情

相
談
に
対
応
す
る
た
め
の
「
消
費
者
相
談
窓

口
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度
か
ら
広
域

連
携
に
よ
り
、
葛
城
市
が
毎
週
月
曜
日
、
御

所
市
が
毎
週
木
曜
日
に
消
費
生
活
相
談
を
行

い
、
ど
ち
ら
の
市
で
も
相
談
で
き
る
体
制
を

確
立
し
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
拡
大
防
止
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
若
年
者
へ
の

就
職
支
援
と
し
て
、
就
業
に
関
す
る
無
料
相

談
も
実
施
致
し
ま
す
。

　
「
無
料
法
律
相
談
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

複
雑
化
す
る
社
会
情
勢
に
伴
い
相
談
件
数
も

増
加
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
度
も
新
庄
庁

舎
と
當
麻
文
化
会
館
に
お
き
ま
し
て
、
弁
護

士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
所
を
毎
月
１
回
ず

つ
開
設
致
し
ま
す
。
併
せ
て
奈
良
県
弁
護
士

会
の
中
南
和
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
も
ご
利
用

い
た
だ
き
、
市
民
の
皆
様
の
不
安
や
心
配
ご

と
の
改
善
解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
快
適
な
生
活
環
境
の
保
全
）

　

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
と
生
活
環
境
を
保
全

す
る
た
め
「
違
反
簡
易
広
告
物
追
放
推
進
団

体
」
等
に
よ
る
違
反
広
告
物
の
は
り
紙
、
は

り
札
等
の
除
却
活
動
や
市
内
一
斉
清
掃
等
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
不
法
投
棄
の
監
視

体
制
の
強
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
環
境
委
員

を
は
じ
め
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
産
業
廃
棄
物
を
取
り
扱
う
事
業
者
に
対

し
「
葛
城
市
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
及
び
設

備
の
設
置
等
の
指
導
に
関
す
る
条
例
」
に
基

づ
き
、
産
業
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
の
指
導

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
に

つ
き
ま
し
て
は
、
公
共
施
設
等
へ
の
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
可
能
性
を
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の

活
用
と
致
し
ま
し
て
は
「
葛
城
市
バ
イ
オ
マ

ス
タ
ウ
ン
構
想
」
を
指
針
と
し
、
更
な
る
ご

み
減
量
化
・
資
源
化
を
図
り
、
循
環
型
社
会

第
１
第
１

市
民
の
皆
様
と
い
っ
し
ょ
に
取
り
組
む
、

市
民
の
皆
様
と
い
っ
し
ょ
に
取
り
組
む
、

新
し
い
ま
ち
づ
く
り

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
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民
判
定
会
」
で
、
市
民
の
皆
様
よ
り
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見
を
参
考
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
ま
た
「
枠
配
分
予
算
」
も
引

き
続
き
取
り
入
れ
な
が
ら
、
各
所
管
部
課
が

知
恵
を
出
し
合
い
、
歳
出
の
抑
制
と
予
算
配

分
の
重
点
化
、
効
率
化
を
図
っ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
歳
入
面
に
お
き
ま

し
て
は
、
本
市
の
諸
事
業
を
少
し
で
も
有
利

か
つ
有
効
な
国
や
県
の
補
助
金
事
業
に
充
当

で
き
な
い
か
を
模
索
し
つ
つ
、
今
回
の
予
算

編
成
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
中
で
も

本
年
度
の
特
色
と
し
て
、
１
０
０
％
国
の
補

助
金
で
あ
る
「
緊
急
雇
用
創
出
事
業
」
及
び

「
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事
業
」
を

積
極
的
に
活
用
し
、
葛
城
市
の
雇
用
を
増
や

し
な
が
ら
市
内
産
業
の
振
興
を
図
る
べ
く
、

様
々
な
ア
イ
デ
ア
で
事
業
の
計
画
を
致
し
て

お
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
本
年
度
の
主
要
施
策
の
概
要

に
つ
い
て
「
明
る
い
葛
城
市
づ
く
り
の
た
め

の
５
ヶ
条
」
プ
ラ
ン
の
観
点
か
ら
、
ご
説
明

申
し
上
げ
ま
す
。



ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス

文
化
・
教
養

情
報
コ
ー
ナ
ー

子
育
て
・
健
康

市
政
ニ
ュ
ー
ス

予
算
・
施
政
方
針

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス
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の
構
築
と
低
炭
素
社
会
へ
の
移
行
に
向
け
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
分
別
収
集

の
促
進
、
ご
み
減
量
化
・
資
源
化
の
施
策
と

し
て
「
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
補
助
制
度
」

を
は
じ
め
、
生
ご
み
を
堆
肥
化
す
る
「
お
ひ

さ
ま
堆
肥
モ
ニ
タ
ー
制
度
」
の
拡
充
、「
再

生
資
源
集
団
回
収
助
成
制
度
」
の
施
策
も
、

引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に

つ
き
ま
し
て
は
、
當
麻
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
敷
地
に
お
い
て
建
て
替
え
致
し
ま
す
。
既

に
地
元
當
麻
区
の
ご
同
意
を
得
て
、
協
定
を

過
日
締
結
致
し
ま
し
た
。
今
後
、
建
設
に
向

け
て
新
た
に
進
入
道
路
の
建
設
や
現
行
施
設

の
解
体
を
行
い
、
建
設
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

次
に
、
下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
年
度
も
管
渠
布
設
工
事
に
よ
る
面
整
備
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
水
洗
化
率
の
向
上
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
日
常
生
活
の
利
便
性
の
向
上
）

　

ま
ず
、「
尺
土
駅
前
周
辺
整
備
事
業
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度
も
事
業
推
進
に
向

け
関
係
者
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、「
地
域
活
性
化
事
業
（
仮
称　

道
の

駅
）」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
、
関
係
者
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が

ら
計
画
策
定
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
と
し
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
「
国
鉄
・
坊
城

線
整
備
事
業
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度

よ
り
「
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
」

と
し
て
、
関
係
者
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
な
が
ら
事
業
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
国
道
１
６
５
号
線
大
和
高
田
バ
イ
パ

ス
の
４
工
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
度
に
国

の
事
業
継
続
方
針
が
決
定
さ
れ
、
本
年
度
は
関

係
者
の
方
々
を
対
象
と
す
る
説
明
会
等
を
実
施

し
、
関
係
者
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
な
が

ら
、
事
業
推
進
を
図
っ
て
い
た
だ
く
予
定
で
ご

ざ
い
ま
す
。
県
道
橿
原
新
庄
線
に
つ
き
ま
し
て

は
、
昨
年
度
よ
り
用
地
買
収
に
着
手
い
た
だ
い

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
早
期
完
成

に
努
力
い
た
だ
く
よ
う
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

仮
称
「
辨
之
庄
・
木
戸
線
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

事
業
推
進
に
向
け
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
公
共
バ
ス
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

市
社
会
福
祉
協
議
会
の
協
力
の
も
と
「
ゆ
う

あ
い
バ
ス
」
と
も
連
携
を
図
る
こ
と
で
利
便

性
の
向
上
を
図
り
、
今
後
も
利
用
状
況
や
皆

様
の
ご
意
見
を
参
考
に
、
よ
り
多
く
の
方
々

に
ご
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

（
市
民
が
主
体
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
）

　

多
く
の
市
民
の
皆
様
が
よ
り
積
極
的
、
主

体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し
、
市
民
と
行

政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
目

的
に
、
昨
年
度
よ
り
「
市
民
活
動
支
援
補
助

金
制
度
」
を
開
始
致
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
４

団
体
が
「
市
民
公
益
活
動
の
活
性
化
事
業
」

に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
本
年
度

も
引
き
続
き
補
助
制
度
を
継
続
し
「
魅
力
の

あ
る
ま
ち
・
葛
城
市
」
の
実
現
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

（
地
域
産
業
の
振
興
）

　

企
業
誘
致
に
つ
き
ま
し
て
は
、
工
業
系
ゾ

ー
ン
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
薑
・
新
村
・

新
町
地
区
に
お
き
ま
し
て
、
今
後
も
県
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
優
良
企
業
等
の
誘
致
の

受
け
入
れ
を
推
進
致
し
ま
す
。
ま
た
、
他
の

地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
振
興
産
業
の

受
け
入
れ
を
、
関
係
機
関
の
ご
協
力
を
賜
り

な
が
ら
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
心
豊
か
な
人
づ
く
り
）

　

ま
ず
、
人
権
問
題
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
差

別
の
解
消
を
目
指
し
、
啓
発
活
動
や
集
会
、

各
種
研
修
会
等
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
つ
き
ま
し

て
は
「
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
に
基
づ

い
て
一
層
の
啓
発
・
情
報
提
供
に
努
め
「
性

別
に
と
ら
わ
れ
ず
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
が

輝
く　

男
女
共
同
参
画
の
ま
ち
・
か
つ
ら
ぎ
」

の
実
現
を
目
標
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

（
障
が
い
者
福
祉
の
充
実
）

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
の

制
度
改
正
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
障
が

い
者
の
方
が
自
立
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
障
が
い
者
自

立
支
援
法
に
基
づ
く
介
護
給
付
、
訓
練
等
給

付
等
の
障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
及
び

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
実
施
す
る
地
域
生
活

支
援
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

重
度
心
身
障
が
い
者
等
福
祉
年
金
等
、
市
独

自
の
事
業
に
お
き
ま
し
て
も
継
続
し
て
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
「
中
和
地
区
３
市
１
町
障
が
い
者
自

立
支
援
協
議
会
」
は
、
各
部
会
の
事
業
が
具

体
化
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
本
年
度
は
「
精
神
障

が
い
者
家
族
教
室
」
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、

市
民
の
皆
様
向
け
の
講
演
会
も
検
討
し
て
お

り
、
更
な
る
連
携
の
強
化
、
相
談
体
制
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
生
活
保
護
受
給
者
へ
の
支
援
）

　

景
気
低
迷
に
よ
る
雇
用
情
勢
が
依
然
厳
し

い
中
、
生
活
保
護
に
至
る
前
の
段
階
の
新
た

な
セ
ー
フ
テ
ィ
・
ネ
ッ
ト
と
し
て
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
で
の
訓
練
・
生
活
支
援
給
付
事
業
や

社
会
福
祉
協
議
会
の
生
活
福
祉
資
金
貸
付
等

の
活
用
方
法
説
明
等
を
一
層
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
離
職
さ
れ
て
住
宅
喪
失
の

恐
れ
の
あ
る
方
や
喪
失
さ
れ
た
方
に
対
し
ま

し
て
は
、
住
宅
手
当
の
支
給
に
よ
り
住
宅
及

び
就
労
機
会
の
確
保
に
向
け
た
支
援
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
保
護
受
給
者
は
年
々
増
加
し
て

お
り
、
自
立
支
援
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
も

生
活
困
窮
者
の
医
療
費
・
介
護
制
度
・
年
金
等

の
相
談
を
関
係
部
署
が
連
携
し
て
行
い
、
被
保

護
者
に
は
訪
問
に
よ
る
相
談
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

と
連
携
し
た
就
業
指
導
に
よ
り
、
適
切
な
相
談

や
助
言
等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

予
算
・
施
政
方
針

平成 23 年度施政方針　
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て
ま
い
る
と
と
も
に
、
昨
年
実
施
致
し
ま
し

た
本
市
の
子
ど
も･

若
者
の
自
立
意
識
等
に

関
す
る
実
態
調
査
の
結
果
も
熟
考
し
た
う
え

で
、
若
者
等
の
支
援
が
必
要
な
場
合
は
ど
の

よ
う
な
支
援
が
可
能
か
、
ど
の
よ
う
な
体
制

が
有
効
か
を
探
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

関
西
大
学
と
締
結
し
、
人
的
支
援
や
知
的
資

源
の
提
供
も
受
け
な
が
ら
、
事
業
の
効
果
的

な
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（「
食
育
」
の
推
進
）

　

ま
ず
、
保
育
所
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
地
元
野
菜
を
取
り
入
れ
た
献

立
を
中
心
に
、
望
ま
し
い
食
習
慣
や
食
事
の

マ
ナ
ー
、
食
べ
物
の
大
切
さ
や
感
謝
す
る
気

持
ち
の
育
成
等
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
「
食

育
」
の
推
進
を
、
体
験
を
通
じ
て
充
実
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
各
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
の
給
食

に
つ
き
ま
し
て
も
、
保
育
所
と
同
様
に
「
食

育
」
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
給
食
材
料

購
入
助
成
も
引
き
続
き
行
い
な
が
ら
、
今
後

も
調
理
や
献
立
に
工
夫
を
凝
ら
し
、
安
全
で

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
、
栄
養
豊
か
で
魅
力
の

あ
る
給
食
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
地
域
で
支
え
る
子
育
て
）

　

ま
ず
、
保
育
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
公
立

保
育
所
と
民
間
保
育
園
と
の
連
携
を
図
り
、

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
と
と
も
に
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
保
育
の
質
的
向
上
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
「
磐
城
第
２
保
育

所
整
備
事
業
」
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
本
年
度

と
来
年
度
の
２
ヵ
年
継
続
事
業
と
し
て
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
「
学
童
保
育
事
業
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、
放
課
後
の
居
場
所
と
し
て
子
ど
も
た
ち

が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
指
導
員
の
資
質
の
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

次
に
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
」
で

あ
り
ま
す
が
、
子
育
て
中
の
保
護
者
が
安
心

し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、
事
業
内
容
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
会
員
を
継
続

し
て
募
集
し
、
子
育
て
家
庭
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

次
に
「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
」
に

つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、子
育
て
福
祉
課
・

社
会
福
祉
課
・
健
康
増
進
課
が
連
携
し
、
子

育
て
の
孤
立
化
を
防
ぎ
、
乳
幼
児
の
健
全
な

養
育
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
本
年
４
月
１

日
以
降
に
出
生
届
を
出
さ
れ
る
乳
児
を
お
も

ち
の
全
家
庭
を
対
象
に
、
生
後
４
ヵ
月
ま
で

の
間
に
地
域
の
民
生
児
童
委
員
の
方
々
の
ご

協
力
に
よ
る
訪
問
事
業
を
、
本
年
度
よ
り
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
学
校
教
育
の
充
実
）

　

小
学
校
に
お
い
て
は
本
年
度
よ
り
、
中
学

校
に
お
い
て
は
来
年
度
よ
り
、
新
し
い
学
習

指
導
要
領
に
基
づ
く
教
育
課
程
が
い
よ
い
よ

完
全
実
施
さ
れ
、
学
習
内
容
が
従
来
よ
り
増

加
し
、
一
層
の
学
力
と
体
力
の
向
上
、
豊
か

な
人
間
性
の
育
成
等
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ

れ
ら
の
要
請
に
応
え
て
い
く
に
は
、
授
業
日

数
を
増
や
す
こ
と
で
授
業
時
数
を
確
保
す
る

と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
同
士
あ
る
い
は
子

ど
も
た
ち
と
先
生
方
と
の
ふ
れ
合
い
の
機
会

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。
そ
こ
で
、

本
年
度
は
創
立
記
念
日
を
授
業
日
と
し
、
来

年
度
か
ら
は
長
期
の
休
業
期
間
を
短
縮
し
て
、

授
業
日
数
を
増
や
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
の
猛
暑
に
鑑
み
、
少
し
で
も

児
童
生
徒
が
学
習
し
や
す
い
教
育
環
境
と
す
る

た
め
学
級
教
室
へ
の
扇
風
機
設
置
を
行
い
ま
す
。

更
に
、
市
教
育
委
員
会
指
定
研
究
校
を
設
け
、

２
ヵ
年
に
わ
た
っ
て
教
育
研
究
を
進
め
、
教
員

の
資
質
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
生
の
郷
土
に
対
す
る
興
味
関

心
を
高
め
、
愛
着
や
誇
り
を
醸
成
す
る
た
め

に
、
葛
城
市
の
人
物
や
歴
史
を
紹
介
す
る
中

学
生
用
の
郷
土
読
本
の
編
集
・
発
行
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

（
学
校
・
地
域
連
携
事
業
）

　

学
校
現
場
は
、
最
近
の
教
育
に
対
す
る
ニ

ー
ズ
の
多
様
化
に
伴
っ
て
様
々
な
業
務
が
生
じ
、

ま
た
、
教
育
改
革
に
伴
う
新
た
な
教
育
活
動
の

要
請
な
ど
に
よ
り
、
一
段
と
多
忙
を
極
め
て
お

り
ま
す
。
学
校
教
育
の
充
実
と
地
域
・
家
庭
の

教
育
力
向
上
を
図
る
た
め
、
平
成
20
年
度
か
ら

白
鳳
中
学
校
に
お
い
て
、
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
中
心
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
元
自
治
会
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
ご
協
力
の
も
と
、
学
校
支

援
地
域
本
部
事
業
に
取
り
組
み
、
一
定
の
成
果

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
本

年
度
よ
り
新
た
に
市
内
各
小
・
中
学
校
に
学
校

平成 23 年度施政方針　平成 23 年度施政方針　

第
２
第
２

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
ま
ち
、

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
ま
ち
、

人
づ
く
り
は
ま
ち
づ
く
り

人
づ
く
り
は
ま
ち
づ
く
り

（
子
ど
も
た
ち
の
安
全
の
確
保
）

　

ま
ず
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
習
で

き
る
教
育
環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
、
本
年

度
は
新
庄
小
学
校
南
中
棟
校
舎
及
び
磐
城
小

学
校
北
中
棟
校
舎
の
耐
震
補
強
・
大
規
模
改

造
工
事
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

新
庄
小
学
校
北
・
北
中
棟
、
磐
城
小
学
校
屋

内
運
動
場
の
耐
震
補
強
・
大
規
模
改
造
工
事

の
実
施
設
計
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
気
象
警
報
発
表
に
伴
う
緊
急
連
絡

や
不
審
者
情
報
等
の
注
意
喚
起
に
あ
た
り
、

保
護
者
へ
の
情
報
提
供
を
迅
速
に
行
え
る
よ

う
に
す
る
た
め
、
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
を

導
入
致
し
ま
す
。

（
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
事
業
）

　

昨
年
４
月
よ
り
施
行
さ
れ
た
「
子
ど
も･

若
者
育
成
支
援
推
進
法
」
に
基
づ
き
、
同
年

10
月
に
「
葛
城
市
子
ど
も･

若
者
支
援
地
域

協
議
会
」
を
設
立
し
、
12
月
か
ら
ニ
ー
ト
・

ひ
き
こ
も
り
傾
向
に
あ
る
若
者
に
対
す
る
相

談
事
業
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
度
も
、
本
市
の
子
ど
も
や
若
者
が
健

や
か
に
成
長
す
る
こ
と
を
願
い
、
教
育
相
談

室
と
連
携
し
な
が
ら
、
社
会
生
活
を
円
滑
に

営
む
上
で
困
難
を
有
す
る
若
者
を
中
心
に
支

援
を
行
い
ま
す
。
事
業
の
推
進
に
あ
た
り
ま

し
て
は
、
県
か
ら
の
助
成
も
得
て
専
門
の
指

導
員
等
を
配
置
し
、
相
談
や
助
言
等
を
進
め



ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス

文
化
・
教
養

情
報
コ
ー
ナ
ー

子
育
て
・
健
康

市
政
ニ
ュ
ー
ス

予
算
・
施
政
方
針

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス
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支
援
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
設
置
し
、
学

校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
等
を
行
い
な
が

ら
、
学
校
の
環
境
整
備
支
援
活
動
等
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

（
教
育
相
談
体
制
の
充
実
）

　

教
育
相
談
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
特
に
就

学
時
の
相
談
が
多
様
化
、
複
雑
化
し
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
巡
回
相
談
員
の
相
談
日
数
を
増

や
す
こ
と
に
よ
り
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
芸
術
・
文
化
活
動
の
振
興
）

　

芸
術
・
文
化
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
中

央
公
民
館
、
新
庄
・
當
麻
両
文
化
会
館
連
携
の

も
と
、
市
民
の
皆
様
が
多
様
な
芸
術
・
文
化
に

触
れ
る
こ
と
を
通
し
て「
心
豊
か
な
人
づ
く
り
」

が
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
で
の
学
習
活
動
を
推
進
す
る

た
め
、
市
民
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
各

種
の
教
室
、
講
座
等
の
学
習
の
場
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
が
地
域
の
公
民

館
活
動
等
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
生
涯
学
習
意
欲
の
向
上
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

（
読
書
推
進
と
地
域
を
支
え
る
人
づ
く
り
）

　

子
ど
も
た
ち
が
「
生
き
る
力
」
を
育
む
本

に
出
会
い
、
読
書
を
行
う
意
欲
を
高
め
る
よ

う
、
家
庭
、
学
校
及
び
地
域
等
と
連
携
し
な

が
ら
読
書
活
動
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
知
的
基
盤
と
し
て
、
市
民
に
資
料

や
情
報
を
提
供
し
、
地
域
の
発
展
に
寄
与
し

て
ま
い
り
ま
す
。

（
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
を
行
い
な
が
ら
、

市
民
と
い
っ
し
ょ
に
ま
ち
づ
く
り
）

　

行
財
政
改
革
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
度
、

葛
城
市
の
主
要
16
事
業
に
つ
き
ま
し
て
「
事

務
事
業
市
民
判
定
会
」
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

市
民
の
皆
様
に
市
の
事
業
内
容
を
公
開
の
場

で
詳
し
く
ご
説
明
し
、
継
続
あ
る
い
は
民
間

委
託
等
の
ご
判
定
を
い
た
だ
く
こ
と
で
、
市

民
の
皆
様
と
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
本
年
度
も
昨
年
度
の
反
省

点
を
踏
ま
え
、
市
民
判
定
会
を
事
務
事
業
評

価
の
外
部
評
価
と
し
て
位
置
付
け
、
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
葛
城
市
が
よ
り
発
展
す
る
た
め
に

は
、
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
直
接
伺
え
る

場
で
あ
る
「
大
字
懇
談
会
」
や
「
タ
ウ
ン
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
」
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

葛
城
市
を
想
う
市
民
の
皆
様
の
情
熱
を
、
市

政
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
地
域
情
報
化
施
策
の
推
進
）

　

昨
年
度
、「
奈
良
県
基
幹
シ
ス
テ
ム
共
同

化
検
討
会
」
を
立
ち
上
げ
、
７
団
体
に
よ
る

検
討
を
継
続
的
に
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
業
務
委
託
先
も
決
ま
り
、
本
年

度
は
い
よ
い
よ
共
同
化
シ
ス
テ
ム
事
業
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
は
、
共
同
化
に

よ
る
大
幅
な
Ｉ
Ｔ
コ
ス
ト
の
削
減
と
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

第
３
第
３

徹
底
し
た
情
報
公
開
に
よ
る

徹
底
し
た
情
報
公
開
に
よ
る

「
市
民
が
主
役
」
の
ま
ち
づ
く
り

「
市
民
が
主
役
」
の
ま
ち
づ
く
り

　

毎
月
発
行
の
「
広
報
か
つ
ら
ぎ
」
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
は
、
行
政
と
市
民
の
皆
様
を
つ
な

ぐ
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
大
変
重
要
な
媒
体
で
あ

り
ま
す
。「
広
報
か
つ
ら
ぎ
」
は
、
市
民
の

皆
様
に
分
か
り
や
す
く
、
読
ん
で
い
た
だ
き

や
す
い
、
魅
力
溢
れ
る
紙
面
づ
く
り
や
情
報

提
供
に
引
き
続
き
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
知
り
た
い
情
報
を
容

易
に
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
最
新
の
情
報

を
い
ち
早
く
掲
載
で
き
る
よ
う
努
め
る
と
と

も
に
、
有
料
広
告
の
掲
載
に
つ
き
ま
し
て
も

そ
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
効
率
的
で
効
果
的
な
行
財
政
運
営
）

　

市
税
の
公
平
・
公
正
を
期
し
、
自
主
財
源

の
歳
入
確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き

納
期
内
納
付
の
啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、
滞

納
処
分
等
に
よ
り
市
税
収
納
対
策
の
強
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
、
現
在
の
厳
し
い
社
会
情
勢
の
な
か

で
納
期
内
納
付
が
困
難
な
方
に
は
、
そ
の
生

活
実
態
の
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
適
切

な
収
納
対
応
を
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。

（
人
材
育
成
）

　

職
員
の
人
材
育
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、
職

員
の
資
質
を
一
層
向
上
さ
せ
る
た
め
の
「
人

材
育
成
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、
推
進
を
図

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
度

も
引
き
続
き
、
企
業
研
修
と
併
せ
て
県
内
外

で
の
職
員
研
修
を
充
実
し
、
職
員
の
能
力
や

努
力
、
熱
意
、
更
に
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
向
上

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
人
事
評
価
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
度
の
試
行
結
果
を
踏
ま
え
、
問
題
点
の

整
理
や
評
価
の
内
容
等
の
検
討
を
引
き
続
き

行
い
、
職
員
が
納
得
で
き
る
公
平
な
評
価
制

度
の
実
現
に
向
け
、
よ
り
一
層
の
推
進
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

第
４
第
４

心
豊
か
な
人
が
育
ち
、

心
豊
か
な
人
が
育
ち
、

誰
も
が
生
き
が
い
を
も
っ
て
過
ご
す
ま
ち
づ
く
り

誰
も
が
生
き
が
い
を
も
っ
て
過
ご
す
ま
ち
づ
く
り

（
安
全
・
安
心
な
子
育
て
）

　

乳
幼
児
医
療
費
助
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、

子
育
て
家
庭
へ
の
経
済
的
支
援
の
一
助
と
し

て
、
入
院
と
歯
科
診
療
分
に
限
っ
て
、
医
療

費
助
成
を
引
き
続
き
小
学
校
修
了
時
ま
で
助

成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

妊
婦
健
康
診
査
に
つ
き
ま
し
て
も
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
妊
娠
期
間
全
般
を
通
じ
て
健

診
費
用
の
公
費
負
担
を
行
い
、
健
診
を
受
け

や
す
く
す
る
と
と
も
に
、
母
子
の
健
康
管
理

に
努
め
、
安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
が
で
き
る

体
制
を
確
保
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
健

や
か
な
成
長
・
発
育
の
た
め
に
特
に
支
援
が

必
要
な
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
に
対
し
ま
し

て
は
、発
達
相
談
員
に
よ
る
「
子
育
て
相
談
」

や
「
療
育
教
室
」
を
実
施
し
、
関
係
機
関
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
引
き
続
き
支
援
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
事
故
や
病
気
に
対
す
る
安
心
感
の
向
上
）

　

妊
産
婦
の
方
の
救
急
時
の
対
応
に
つ
き
ま

し
て
は
、
休
日
・
夜
間
の
「
産
婦
人
科
一
次

予
算
・
施
政
方
針

平成 23 年度施政方針　
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（「
食
育
」・「
食
」
に
対
す
る
安
心
感
の
向
上
）

　
「
食
」
の
安
全
・
安
心
が
問
わ
れ
る
現
在
、

市
民
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
「
き
ら
り

葛
城
21
」
計
画
に
よ
る
「
バ
ラ
ン
ス
メ
ニ
ュ

ー
・
う
す
味
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
」
等
を
啓

発
し
、
市
民
一
人
ひ
と
り
に
「
食
」
に
つ
い

て
の
正
し
い
知
識
を
お
持
ち
い
た
だ
き
、
併

せ
て
、
食
習
慣
の
改
善
と
生
活
習
慣
病
予
防

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
地
産
地
消

の
食
材
を
選
ぶ
な
ど
「
食
」
を
選
択
す
る
力

と
、
健
全
な
食
習
慣
を
身
に
つ
け
る
基
礎
を

培
う
「
食
育
」
を
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

を
対
象
と
し
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
）

　

よ
り
多
く
の
市
民
の
方
が
ス
ポ
ー
ツ
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
、
体
育
祭
を
は
じ
め
各
種
ス
ポ
ー
ツ
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
の
内
容
等
に
つ
き

ま
し
て
、
体
育
協
会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

協
議
を
重
ね
、
市
民
の
皆
様
の
健
康
増
進
及

び
体
力
維
持
に
貢
献
で
き
る
大
会
を
開
催
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
施
設

の
点
検
・
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
健
康
づ
く
り
の
推
進
）

　
「
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
健
康
増
進
課
と
保
険
課
が

連
携
し
、
一
人
で
も
多
く
の
市
民
の
皆
様
に

受
診
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
利
用
し
て
周
知
を
図
り
、
受
診
し
や
す
い

健
診
の
工
夫
を
行
い
、
健
診
結
果
に
よ
る
保

健
指
導
等
、
生
活
習
慣
病
予
防
に
努
め
る
支

援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
で
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す

る
「
き
ら
り
葛
城
21
」
計
画
に
つ
き
ま
し
て

も
、
健
康
づ
く
り
推
進
員
・
推
進
パ
ー
ト
ナ

ー
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
が

自
分
の
健
康
に
関
心
を
持
ち
、
自
分
だ
け
で

な
く
ご
家
族
や
地
域
レ
ベ
ル
で
の
健
康
意
識

を
高
め
て
い
た
だ
き
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す

よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
高
齢
者
福
祉
の
充
実
）

　

核
家
族
化
等
が
進
み
、
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
や
高
齢
者
の
み
世
帯
な
ど
が
増
加
す
る

中
、
家
族
や
地
域
社
会
か
ら
高
齢
者
が
孤
立

す
る
こ
と
な
く
、
住
み
慣
れ
た
家
庭
や
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
地
域
で
支
え

合
う
活
動
の
推
進
を
図
り
、
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
で
非
課
税
世
帯
の
方
を
対
象
に
火
災
報

知
器
の
給
付
及
び
設
置
費
用
の
負
担
を
行
い
、

ま
た
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
へ
の
適
正

な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
介
護
予
防
の
強
化
等

に
よ
り
元
気
な
高
齢
者
の
自
立
支
援
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

（
国
民
健
康
保
険
事
業
・

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
運
営
）

　

国
民
健
康
保
険
に
つ
き
ま
し
て
は
、
被
保

険
者
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
医
療
費
は
年
々

増
加
す
る
一
方
で
あ
り
、
今
日
の
経
済
情
勢

を
反
映
し
た
被
保
険
者
の
負
担
能
力
の
低
下

等
、
構
造
的
な
問
題
を
抱
え
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
国
民
皆
保
険

を
堅
持
し
、
医
療
制
度
を
将
来
に
わ
た
り
持

続
可
能
な
も
の
と
す
る
た
め
、
様
々
な
医
療

制
度
改
革
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
保
険
者

に
義
務
化
さ
れ
た
「
特
定
健
康
診
査
・
特
定

保
健
指
導
」
は
本
年
度
で
４
年
目
を
迎
え
ま

す
が
、「
健
康
」
と
い
う
市
民
の
皆
様
の
か

け
が
え
の
な
い
財
産
を
守
る
た
め
に
も
、
関

係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
、
受
診
率
が
向
上

す
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
国
に
お
き
ま

し
て
は
、
高
齢
者
医
療
の
円
滑
な
運
営
を
行

う
た
め
、
市
町
村
国
保
等
の
負
担
増
に
十
分

配
慮
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
保
険
料
が

急
に
増
加
し
た
り
不
公
平
な
も
の
に
な
っ
た

り
し
な
い
よ
う
に
と
の
基
本
的
な
考
え
方
に

立
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
う
え
で
新
た
な
高

齢
者
医
療
制
度
の
構
築
に
向
け
取
り
組
ま
れ

て
お
り
、
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ

た
被
保
険
者
に
対
す
る
保
険
料
軽
減
措
置
や

所
得
の
低
い
被
保
険
者
に
対
す
る
軽
減
措
置

は
、
現
在
の
制
度
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
継
続

し
て
い
く
こ
と
と
さ
れ
ま
す
。
本
市
に
お
き

ま
し
て
は
、
本
制
度
を
高
齢
者
の
方
々
に
安

心
し
て
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
広

域
連
合
と
連
携
を
密
に
し
、
高
齢
者
の
立
場

に
立
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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救
急
医
療
体
制
」
に
引
き
続
き
参
加
し
、
安

心
し
て
妊
娠
・
出
産
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

休
日
及
び
年
末
年
始
の
急
病
へ
の
対
応
と

致
し
ま
し
て
は
「
葛
城
地
区
休
日
診
療
所
」

と
と
も
に
、
小
児
の
深
夜
診
療
に
は
「
橿
原

市
休
日
夜
間
応
急
診
療
所
」
に
よ
る
応
急
診

療
へ
の
負
担
も
、
引
き
続
き
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

次
に
、
本
年
度
で
３
年
目
と
な
り
ま
す
子

宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

の
配
布
に
よ
る
特
定
年
齢
に
達
し
た
女
性
特

有
の
が
ん
検
診
を
行
い
、
受
診
率
の
更
な
る

向
上
に
努
め
な
が
ら
、
が
ん
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
本
年
２
月
か
ら
実
施
致
し
て
お
り

ま
す
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
、
ヒ
ブ
ワ

ク
チ
ン
及
び
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接

種
費
用
の
一
部
助
成
を
引
き
続
き
行
い
、
予

防
接
種
対
象
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、

接
種
を
受
け
や
す
い
環
境
整
備
を
図
り
、
公

衆
衛
生
の
向
上
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
新
ワ
ク
チ
ン
の
認
可

に
よ
り
３
歳
児
か
ら
積
極
的
な
勧
奨
再
開
と

な
っ
た
日
本
脳
炎
の
定
期
予
防
接
種
に
つ
き

ま
し
て
は
、
引
き
続
き
３
歳
児
、
昨
年
度
１

期
接
種
者
の
追
加
対
象
児
、
９
歳
・
10
歳
児

に
も
行
い
、発
症
予
防
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
緊
急
時
の
対
応
に
備
え
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

ト
レ
ー
ナ
ー
器
を
用
い
た
救
命
講
習
会
を
継

続
的
に
開
催
致
し
ま
す
。
更
に
、
救
急
隊
員

の
知
識
や
技
能
の
向
上
を
図
り
、
よ
り
一
層

救
急
救
命
に
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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第
５
第
５

自
然
や
歴
史
遺
産
の
豊
か
さ
と
、

自
然
や
歴
史
遺
産
の
豊
か
さ
と
、

住
み
よ
さ
が
共
存
す
る
ま
ち
づ
く
り

住
み
よ
さ
が
共
存
す
る
ま
ち
づ
く
り

（
自
然
環
境
の
保
全
）

　

森
林
資
源
の
保
全
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

年
度
も
引
き
続
き
造
林
事
業
、
間
伐
等
促
進

事
業
に
対
す
る
補
助
制
度
を
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、
森
林
機
能
の
回
復
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

鳥
獣
害
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度

も
鳥
獣
害
防
止
対
策
協
議
会
に
お
き
ま
し
て
、

被
害
地
域
の
方
々
や
関
係
団
体
と
の
連
携
を

密
に
し
な
が
ら
、
山
麓
地
域
に
被
害
が
増
大

す
る
イ
ノ
シ
シ
等
鳥
獣
害
の
被
害
防
止
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
よ
り
狩

猟
免
許
の
取
得
者
を
増
や
し
イ
ノ
シ
シ
等
の

鳥
獣
害
を
軽
減
す
る
た
め
、
猟
友
免
許
の
わ

な
免
許
取
得
者
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

次
に
、
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

年
度
も
原
水
確
保
に
関
係
地
域
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
県
営
水
道
か
ら

１
３
４
万
４
千
ト
ン
の
受
水
を
行
い
、
更
な

る
安
定
供
給
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

水
質
の
安
全
対
策
に
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、

各
浄
水
施
設
の
設
備
改
良
や
配
水
管
の
布
設

工
事
等
を
引
き
続
き
行
い
、
併
せ
て
経
営
の

健
全
化
に
向
け
て
企
業
債
の
繰
上
げ
償
還
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
歴
史
・
文
化
の
保
全
と
交
流
の
促
進
）

　

市
内
の
歴
史
遺
産
を
守
り
後
世
に
伝
え
る

た
め
、
文
化
財
保
存
事
業
や
発
掘
調
査
な
ど

を
国
や
県
と
と
も
に
行
い
、
大
切
な
文
化
財

の
保
全
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
事
業
の
主

な
も
の
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
内
遺
跡
の
発

掘
調
査
や
市
内
各
所
の
重
要
文
化
財
な
ど
の

指
定
文
化
財
保
存
修
理
等
に
対
す
る
事
業
助

成
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

歴
史
博
物
館
で
は
、
特
別
展
「
新
庄
藩
主

桑
山
一
族
の
興
隆―

賤
ヶ
岳
の
合
戦
〜
大
坂

の
陣
」
を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。
慶
長
六
年

（
１
６
０
１
）
に
新
庄
藩
主
と
し
て
入
部
し

た
桑
山
氏
の
興
隆
期
で
あ
っ
た
と
言
え
る
賤

ヶ
岳
の
合
戦
か
ら
大
坂
の
陣
ま
で
の
時
期
を

中
心
に
、「
賤
ヶ
岳
合
戦
図
屏
風
」
や
「
関

ヶ
原
合
戦
図
絵
巻
」
を
は
じ
め
大
坂
の
陣
に

至
る
桑
山
氏
の
活
躍
を
示
す
歴
史
資
料
等
を

展
示
致
し
ま
す
。

　

ま
た
企
画
展
で
は
、
昭
和
の
初
め
頃
に
竹
内

遺
跡
に
お
い
て
採
集
さ
れ
た
石
器
や
土
器
等
の

貴
重
な
考
古
資
料
の
数
々
を
一
堂
に
集
め
て
展

示
紹
介
す
る
な
ど
、
市
内
外
の
歴
史
資
料
を
通

し
て
葛
城
市
内
の
豊
か
な
歴
史
文
化
を
市
民
の

皆
様
に
ご
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
二
上
山
、

當
麻
寺
、
蓮
花
ち
ゃ
ん
等
の
観
光
資
源
を
活

用
し
た
施
策
を
実
施
し
、
よ
り
一
層
の
Ｐ
Ｒ

を
図
り
、
観
光
客
の
更
な
る
誘
致
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
相
撲
館
に
お
き
ま
し
て
は
、
市
観

光
協
会
、
相
撲
甚
句
会
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
ガ
イ
ド
等
と
連
携
を
図
り
、
観
光
行
政

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
地
域
産
業
の
振
興
）

　

本
市
に
お
け
る
農
業
は
、
担
い
手
不
足
、

高
齢
化
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
等
、
非
常
に

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
踏

ま
え
つ
つ
、
葛
城
市
農
政
活
性
化
推
進
協
議

会
に
お
き
ま
し
て
「
葛
城
市
の
農
業
や
農
地

は
市
民
で
守
る
」
を
基
本
に
、
農
業
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
担
い
手
対
策
、
耕
作
放
棄

地
再
生
利
用
、
地
産
地
消
等
を
、
各
地
域
の

農
業
者
の
方
や
関
係
団
体
の
方
々
と
協
議
を

重
ね
な
が
ら
、
次
世
代
を
見
据
え
た
農
業
施

策
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
に
よ
る

集
落
の
景
観
保
全
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き

続
き
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
「
ゆ
め
フ
ェ
ス
タ
in
葛
城
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
市
民
の
交

流
の
場
を
提
供
し
、
市
内
商
工
業
、
観
光
、

農
林
業
を
は
じ
め
全
て
の
産
業
の
活
性
化
を

図
り
、
そ
こ
に
健
康
づ
く
り
も
一
体
化
す
る

こ
と
に
よ
り
、
魅
力
の
あ
る
、
よ
り
元
気
な

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
土
地
改
良
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は

「
水
と
農
地
活
用
促
進
事
業
に
よ
る
水
路
整

備
事
業
」
等
を
実
施
し
、
生
産
基
盤
と
農
村

生
活
環
境
の
整
備
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
商
工
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は

「
中
小
企
業
資
金
融
資
制
度
」「
中
小
企
業
者

経
営
改
善
資
金
利
子
補
給
」「
小
規
模
事
業

者
特
別
小
口
融
資
保
証
料
助
成
」
を
本
年
度

も
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
中
小
企

業
者
の
経
営
安
定
、
合
理
化
に
向
け
た
支
援

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
加
え
て
「
商
工
会

運
営
補
助
」
等
の
支
援
を
行
い
、
商
工
会
と

の
連
携
も
密
に
し
、
商
工
業
者
が
求
め
て
お

ら
れ
る
支
援
制
度
や
行
政
の
新
し
い
役
割
の

発
掘
に
向
け
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
最
初
に
申
し
上
げ
ま
し
た
、
経
年

的
に
実
施
さ
れ
て
き
た
国
の
政
策
的
事
業
で

あ
り
、
１
０
０
％
国
の
補
助
で
あ
る
「
緊
急

雇
用
創
出
事
業
」
及
び
「
ふ
る
さ
と
雇
用
再

生
特
別
基
金
事
業
」
を
本
年
度
は
最
大
限
に

活
用
し
、市
内
産
業
の
振
興
を
図
る
べ
く「
明

る
い
葛
城
市
づ
く
り
の
た
め
の
５
ヶ
条
」
プ

ラ
ン
実
現
に
向
け
た
様
々
な
事
業
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
「
第
１　

市
民
の
皆
様
と
い
っ
し
ょ
に
取

り
組
む
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
で
は
、
市

内
の
防
災
倉
庫
内
の
防
災
資
機
材
等
の
整
理

整
頓
及
び
点
検
等
を
行
う
「
防
災
倉
庫
資
機

材
等
整
理
及
び
点
検
事
業
」、
児
童
・
生
徒

等
の
登
下
校
時
間
帯
を
中
心
に
交
通
指
導
や

交
通
安
全
の
啓
発
等
を
実
施
す
る
「
交
通
指

導
員
設
置
事
業
」
及
び
市
内
で
発
生
す
る
有

機
性
の
廃
棄
物
を
市
民
参
加
で
回
収
し
、
有

効
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
廃
棄
物
処
理
費

用
の
軽
減
を
図
る
「
葛
城
市
循
環
型
社
会
推

進
事
業
」
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
第
２　

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
ま

ち
、
人
づ
く
り
は
ま
ち
づ
く
り
」
で
は
、
子

育
て
経
験
の
豊
か
な
人
材
を
雇
用
し
、
健
診

の
場
や
保
育
所
に
出
向
い
て
保
護
者
の
相
談

に
応
じ
る
「
安
心
子
育
て
相
談
事
業
」、
情

報
化
に
関
す
る
授
業
の
補
助
を
行
う
と
と
も

に
、
教
材
作
成
補
助
、
教
材
ソ
フ
ト
利
用
指

予
算
・
施
政
方
針

平成 23 年度施政方針　
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以
上
、
平
成
23
年
度
の
重
点
施
策
と
市
政

運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
説
明
申
し
上
げ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

冒
頭
に
も
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お
り
、
私

の
市
政
運
営
も
３
年
目
を
迎
え
、
本
年
度
は

今
後
の
葛
城
市
の
発
展
を
考
え
て
い
く
う
え

で
重
要
な
年
度
で
あ
る
と
承
知
し
て
お
り
ま

す
。「
先
見
の
明
」
を
持
ち
、
市
民
の
皆
様

か
ら
「
ぬ
く
も
り
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
行

政
」
の
実
現
に
向
け
、
努
力
し
て
ま
い
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

情
報
・
通
信
社
会
が
日
々
進
歩
す
る
中
、

社
会
生
活
が
便
利
に
な
り
、
人
々
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
は
激
変
致
し
ま
し
た
。「
無
縁
社

会
」
と
い
う
言
葉
が
広
く
用
い
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
昨
今
、
従
来
は
家
族
や
地
域
社
会

の
繋
が
り
が
存
在
し
、
孤
立
化
を
防
ぐ
機
能

を
担
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
全
国
で
多
数
の

孤
独
死
や
高
齢
者
の
所
在
不
明
が
次
々
に
発

覚
す
る
等
、
そ
の
機
能
は
急
速
に
失
わ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。
葛
城
市
に
お
き
ま
し
て
も
高

齢
化
率
が
21
％
を
超
え
「
超
高
齢
化
社
会
」

へ
と
突
入
し
、
そ
の
現
実
を
真
摯
に
受
け
止

め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
中
で
育

ま
れ
た
住
民
の
「
郷
土
愛
」
に
よ
り
発
展
を

遂
げ
て
き
た
葛
城
市
は
、
地
域
や
行
政
に
よ

る
「
自
助
」「
公
助
」
に
加
え
、
市
民
が
互

い
に
助
け
合
う
「
共
助
」
の
精
神
が
人
を
つ

く
り
、
地
域
を
つ
く
り
、
多
方
面
か
ら
「
住

ん
で
み
た
い
ま
ち
」
と
し
て
高
く
評
価
を
い

た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
、
そ
の
「
魅
力
あ
る
ま
ち
」
の
牽
引

役
と
し
て
、
市
民
の
皆
様
の
幸
せ
づ
く
り
の

応
援
団
長
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
ア
ン

テ
ナ
を
張
り
め
ぐ
ら
せ
、
市
民
の
皆
様
に
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
「
益
」
の
あ
る
情
報
を
い

ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
、
葛
城
市
の
更
な
る
発

展
の
た
め
、
挑
戦
し
続
け
て
い
く
こ
と
が
自

分
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
や
は
り
市
民
の
皆
様
と

膝
を
つ
き
合
わ
せ
な
が
ら
、
市
民
目
線
に
立

っ
た
姿
勢
を
崩
す
こ
と
な
く
、
常
に
前
向
き

に
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

議
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
様
の

ご
支
援
・
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
回
提
案
し
て
お
り
ま

す
諸
議
案
に
つ
き
ま
し
て
、
よ
ろ
し
く
ご
審

議
の
う
え
適
切
な
ご
決
定
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
言
、
議
員
の
皆
様
並
び
に
市
民
の
皆
様

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
こ
と
が
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
も
ご
承
知
の
と
お
り
、
葛

城
市
は
「
當
麻
の
け
は
や
」
生
誕
の
地
で
あ

り
、
日
本
の
国
技
・
伝
統
文
化
で
あ
る
「
相

撲
発
祥
の
地
」で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、現
在
、

相
撲
を
愛
す
る
人
々
の
信
頼
を
裏
切
る
行
為

に
よ
り
、
大
相
撲
を
取
り
巻
く
環
境
は
非
常

に
厳
し
く
「
相
撲
発
祥
の
地
」
で
あ
る
葛
城

市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
残
念
な
想
い
で
い

っ
ぱ
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
大
相
撲
の
全
力
士

が
、
こ
れ
ら
の
行
為
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か

と
い
え
ば
そ
う
で
は
な
く
、
大
半
の
力
士
は
、

ま
じ
め
に
稽
古
に
取
り
組
み
、
明
日
の
横
綱

を
夢
見
て
日
々
精
進
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

昨
年
、
日
本
相
撲
協
会
か
ら
、
葛
城
市
に

お
い
て
「
相
撲
巡
業
」
を
執
り
行
い
た
い
と

の
ご
提
案
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
趣
旨
と
し

て
「
相
撲
発
祥
の
地
」
で
、
原
点
に
戻
っ
て

ス
タ
ー
ト
し
た
い
と
い
う
真
摯
な
も
の
で
し

た
。
果
た
し
て
こ
の
よ
う
な
時
期
に
、
相
撲

巡
業
を
開
催
す
る
こ
と
が
議
員
の
皆
様
並
び

に
市
民
の
皆
様
に
納
得
い
た
だ
け
る
か
ど
う

か
と
考
慮
し
た
末
、
こ
の
よ
う
な
時
期
で
あ

る
か
ら
こ
そ
応
援
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
思

い
に
至
り
ま
し
た
。
当
然
な
が
ら
そ
の
前
提

と
い
た
し
ま
し
て
、
日
本
相
撲
協
会
自
ら
が

体
質
改
善
を
図
ら
れ
、
相
撲
フ
ァ
ン
の
信
頼

を
二
度
と
裏
切
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
条
件

と
な
り
ま
す
が
、
葛
城
市
の
誇
る
べ
き
文
化

遺
産
の
中
に
「
相
撲
発
祥
の
地
」
が
あ
る
限

り
、
私
は
こ
の
巡
業
実
現
に
向
け
、
前
向
き

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

巡
業
が
実
現
す
る
か
ど
う
か
は
、
今
後
の

日
本
相
撲
協
会
の
手
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
訳

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
巡
業
再
開
が
決
ま
れ
ば

真
っ
先
に
名
乗
り
を
上
げ
、微
力
な
が
ら「
大

相
撲
」
を
支
え
る
柱
と
な
っ
て
い
く
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
か
議
員
の
皆
様
並
び
に

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。平

成
23
年
３
月
９
日　
　
　

葛
城
市
議
会
本
会
議
に
て

まちのニュース　 平成 23 年度施政方針　平成 23 年度施政方針　
導
等
を
行
う
「
学
校
情
報
教
育
補
助
員
派
遣

事
業
」
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
第
３　

徹
底
し
た
情
報
公
開
に
よ
る「
市

民
が
主
役
」
の
ま
ち
づ
く
り
」
で
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
英
語
、
韓
国
語
、
中
国
語
、
ス

ペ
イ
ン
語
、
ブ
ラ
ジ
ル
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
作

成
し
、
葛
城
市
を
世
界
に
発
信
す
る
「
日
本

の
ふ
る
さ
と
葛
城
市
を
世
界
に
」
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
「
第
４　

心
豊
か
な
人
が
育
ち
、
誰
も
が

生
き
が
い
を
も
っ
て
過
ご
す
ま
ち
づ
く
り
」

で
は
、
特
定
健
康
診
査
及
び
特
定
保
健
指
導

医
療
事
務
事
業
に
か
か
る
新
シ
ス
テ
ム
導
入

に
よ
る
デ
ー
タ
等
の
整
理
及
び
健
診
結
果
通

知
の
発
送
を
行
い
、
他
の
健
診
事
業
と
あ
わ

せ
て
総
合
的
な
健
康
増
進
を
図
る
「
特
定
健

康
診
査
等
医
療
事
務
補
助
事
業
」
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
「
第
５　

自
然
や
歴
史
遺
産
の
豊
か
さ
と
、

住
み
よ
さ
が
共
存
す
る
ま
ち
づ
く
り
」
で
は
、

相
撲
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
、
開
催
の
Ｐ
Ｒ
に
努

め
、
観
光
客
誘
致
に
つ
な
げ
て
行
く
「
當
麻

の
け
は
や
Ｐ
Ｒ
運
営
事
業
」、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
Ａ
Ｒ
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
し
た

観
光
ガ
イ
ド
を
作
成
す
る
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
Ａ
Ｒ
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
し
た
葛

城
市
観
光
・
散
策
促
進
事
業
」、
森
林
の
整
備
、

保
全
の
促
進
を
図
る
基
礎
資
料
を
作
る
た
め

の
「
山
林
荒
廃
状
況
調
査
」
を
行
い
「
米
粉

付
加
価
値
商
品
開
発
事
業
」
及
び
「
乳
製
品

付
加
価
値
商
品
開
発
事
業
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、
引
き
続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
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情
報
コ
ー
ナ
ー

子
育
て
・
健
康

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス

文
化
・
教
養

市
政
ニ
ュ
ー
ス

予
算
・
施
政
方
針

予
算
・
施
政
方
針

まちのニュースまちのニュース　　
　

元
當
麻
町
議
会
議
員
・
葛
城
市
議
会
議

員
と
し
て
、
議
会
副
議
長
を
歴
任
さ
れ
る

な
ど
、
永
年
に
わ
た
り
、
本
市
の
地
方
自

治
伸
展
に
貢
献
し
た
こ
と
に
よ
り
、
故　

植
田　

茂
夫
氏
（
當
麻
）
が
、
旭
日
単
光

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
受
章
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

故　

植
田　

茂
夫
氏
に

旭
日
単
光
章

　

葛
城
市
と
関
西
大
学
・
社
会
的
信
頼
シ

ス
テ
ム
創
生
セ
ン
タ
ー
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）
が

連
携
し
、
３
月
19
・
20
日
の
２
日
間
、
大

阪
市
・
天
神
橋
筋
商
店
街
で
市
の
物
産
を

Ｐ
Ｒ
す
る
「
関
大
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
×
蓮
花　

花

娘
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

同
大
学
社
会
学
部
２
年
の
学
生
５
人

が
、
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
「
蓮
花
ち
ゃ
ん
」

を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
企
画
を
立
案
し
、

乳
製
品
や
ジ
ャ
ム
な
ど
の
特
産
品
や
、
学

生
ら
が
考
案
し
た
プ
リ
ン
の
販
売
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

収
益
の
一
部
と
集
ま
っ
た
義
援
金
は
日

本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
被
災
地
に
届
け
ら

れ
ま
し
た
。
同
大
学
の
宮
脇
さ
ん
は
、「
今

回
の
企
画
を
通
し
て
少
し
で
も
被
災
地
の

応
援
を
し
た
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。 葛

城
市
と

関
大
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
が
連
携

お
ひ
さ
ま
堆た

い
ひ肥

を
使
っ
た

寄
せ
植
え
コ
ン
テ
ス
ト

　

３
月
17
日
、
新
庄
庁
舎
の
市
民
ホ
ー
ル

で
、
生
ご
み
か
ら
堆
肥
に
変
換
し
た
「
お

ひ
さ
ま
堆
肥
」
を
使
っ
た
寄
せ
植
え
コ
ン

テ
ス
ト
の
審
査
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

公
募
作
品
30
点
の
中
か
ら
、
市
長
は
じ

め
蓮
花
ち
ゃ
ん
、
園
芸
家
や
お
ひ
さ
ま
堆

肥
を
作
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の

お
ひ
さ
ま
会
な
ど
の
審
査
員
に
よ
り
、
左

記
の
よ
う
な
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

ア
イ
デ
ア
賞　
　

上
野　

礼
子（
南
花
内
）

デ
ザ
イ
ン
賞　
　

川
本
三
起
子
（
東
室
）

シ
ー
ズ
ン
賞　
　

中
岡　

博
明（
南
道
穂
）

審
査
員
特
別
賞　

上
島　

喩
美
（
笛
堂
）

蓮
花
ち
ゃ
ん
賞　

岡
田
美
喜
代
（
兵
家
）

蓮
花
ち
ゃ
ん
賞　

山
崎　

幸
子
（
兵
家
）

蓮
花
ち
ゃ
ん
賞　

濱
崎
香
代
子
（
林
堂
）

蓮
花
ち
ゃ
ん
賞　

正
木　

宏
美
（
薑
）

蓮
花
ち
ゃ
ん
賞　

巽　
　

眞
弓
（
西
辻
）

　

今
回
、
初
め
て
寄
せ
植
え
に
挑
戦
し
た

と
い
う
方
が
多
か
っ
た
中
、
素
晴
ら
し
い

作
品
が
多
く
、
一
週
間
の
展
示
期
間
に
多

く
の
方
々
が
見
学
さ
れ
ま
し
た
。
ア
イ
デ

ア
賞
を
受
賞
さ
れ
た
上
野
礼
子
さ
ん
は
、

「
バ
ス
ケ
ッ
ト
な
ど
を
自
分
で
作
り
、
作

品
づ
く
り
に
１
週
間
楽
し
ま
せ
て
も
ら
っ

て
、
賞
を
い
た
だ
け
て
う
れ
し
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、「
お
ひ
さ
ま
堆

肥
を
使
っ
て
み
て
、
匂
い
も
な
く
サ
ラ
サ

ラ
と
し
て
使
い
や
す
く
な
に
よ
り
自
然
な

の
が
良
い
で
す
ね
」
と
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

▼
お
ひ
さ
ま
堆
肥
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

　

わ
せ
は
、
環
境
課
ま
で

桜
ま
つ
り

―

被
災
地
を
応
援―

　

４
月
３
日
、「
第
６
回
桜
ま
つ
り
」（
西

辻
区
主
催
）
が
西
辻
新
池
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
は
中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、「
桜
ま
つ

り
」
は
被
災
地
を
支
援
し
よ
う
と
内
容
を

変
更
し
実
施
。
募
金
箱
も
設
置
さ
れ
、
参

加
し
た
人
が
次
々
と
お
金
を
入
れ
て
い
ま

し
た
。

　

辻
仲
隆
典
区
長
は
、「『
み
ん
な
で
や
れ

ば
大
き
な
力
に
』
が
今
回
の
テ
ー
マ
。
平

成
10
年
の
台
風
被
害
跡
地
に
桜
を
植
樹

し
、
み
ん
な
で
力
を
あ
わ
せ
た
ら
結
果
、

祭
り
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
被
災
地
を
思
い
つ
つ
も
、

桜
を
楽
し
み
な
が
ら
前
向
き
な
気
持
ち
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス

平成 23 年度施政方針　
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市政ニュース　市政ニュース　

５
月
は

平
成
23
年
度
軽
自
動
車
税
の

納
付
月
で
す
！

　

納
税
通
知
書
は
５
月
11
日
頃
に
送
付
し

ま
す
。

（
納
税
通
知
書
が
５
月
17
日
頃
を
過
ぎ
て

も
お
手
元
に
届
か
な
い
場
合
は
、
税
務
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。）

　

軽
自
動
車
税
は
５
月
（
全
期
）
の
み
で

す
。
納
付
期
限
は
５
月
31
日
㈫
で
す
。

　

口
座
振
替
納
税
を
ご
利
用
の
方
は
右
記

納
付
期
限
日
に
指
定
の
口
座
か
ら
振
替
し

ま
す
。

安
全
で
便
利
な

口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
に
な
る
と
、
納
付

の
た
め
に
金
融
機
関
な
ど
へ
お
出
か
け
い

た
だ
く
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

　　

申
込
み
手
続
き
は
、
市
指
定
の
金
融
機

関
及
び
郵
便
局
で
で
き
ま
す
。
申
し
込
み

日
は
、
納
期
限
の
１
か
月
前
ま
で
に
お
願

い
し
ま
す
。

　
　

▼
詳
し
く
は
、

　
　
　

収
納
促
進
課
ま
た
は
税
務
課
ま
で

軽
自
動
車
税
の
減
免

　

軽
自
動
車
の
所
有
（
使
用
）
者
・
運
転

者
の
障
害
の
程
度
や
使
用
目
的
に
つ
い
て
、

一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
申
請
に
よ
り

軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

申
請
期
限

　

平
成
23
年
５
月
24
日
㈫
ま
で

申
請
場
所

　

税
務
課
（
新
庄
庁
舎
・
當
麻
庁
舎
）

用
意
す
る
物

　

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳

　

自
動
車
検
査
証

　

運
転
免
許
証

　

印
鑑

　

平
成
23
年
度
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書

※
前
年
度
に
減
免
を
受
け
て
い
て
も
、
改

　

め
て
平
成
23
年
度
も
申
請
を
さ
れ
な
い

　

と
減
免
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
自
動
車
税
と
軽
自
動
車
税
の
両
方
で
減

　

免
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
申
請
期
限
後
に
減
免
申
請
は
で
き
ま
せ

　

ん
の
で
、
必
ず
期
限
内
に
申
請
し
て
く

　

だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、
税
務
課
ま
で

住
宅
手
当
緊
急
特
別
措
置
事
業
が

引
き
続
き
実
施
さ
れ
ま
す

　

離
職
者
で
あ
っ
て
就
労
能
力
お
よ
び
就
労
意
欲
の
あ
る
方
の
う
ち
、
住
宅
を
喪

失
し
て
い
る
方
ま
た
は
喪
失
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
方
に
対
し
て
住
宅
手
当
が
平
成

21
年
10
月
よ
り
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
年
度
に
お
い
て
も
引
き
続
き
実
施
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

支
給
対
象
者

○
平
成
19
年
10
月
１
日
以
降
に
離
職
し
た
方

○
離
職
前
に
、
主
た
る
生
計
維
持
者
で
あ

　

っ
た
こ
と

○
就
労
能
力
お
よ
び
常
用
就
職
の
意
欲
が

　

あ
り
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
求
職
申
込

　

み
を
行
っ
て
い
る
方
ま
た
は
行
う
方

○
賃
貸
し
て
い
る
住
宅
を
喪
失
し
て
い
る

　

方
ま
た
は
喪
失
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
方

○
申
請
日
の
属
す

　

る
月
に
お
け
る

　

申
請
者
お
よ
び

　

申
請
者
と
生
計

　

を
一
と
す
る
同

　

居
の
親
族
の
収

　

入
の
合
計
額
が

　

下
記
に
定
め
る

　

収
入
基
準
額
で

　

あ
る
こ
と

区分 金額（月収入）

単身世帯 8万 4千円に家賃額
を加算した額未満

２人世帯 17万2千円以内

３人以上世帯 17 万 2 千円に家賃
額を加算した額未満

支
給
期
間

　

支
給
期
間
は
６
か
月
間
を
限
度
と
し
ま

す
が
、
週
１
回
以
上
求
人
先
へ
応
募
を
行

っ
た
り
、
ま
た
は
面
接
を
受
け
る
な
ど
就

職
活
動
を
誠
実
に
継
続
し
て
い
た
場
合
に

は
、
さ
ら
に
３
か
月
間
を
限
度
に
支
給
期

間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
他

　

こ
れ
以
外
に
も
、
受
給
資
格
要
件
等
が

あ
り
、
受
給
資
格
要
件
の
全
て
に
該
当
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
保
護
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
先

　

社
会
福
祉
課
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情
報
コ
ー
ナ
ー

子
育
て
・
健
康

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス

文
化
・
教
養

市
政
ニ
ュ
ー
ス

予
算
・
施
政
方
針

市政ニュース　

平
成
23
年
４
月
か
ら

「
障
害
年
金
加
算
改
善
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た

　

こ
れ
ま
で
は
障
害
年
金
を
受
け
る
権
利

が
発
生
し
た
当
時
に
、
受
給
権
者
に
よ
っ

て
生
計
を
維
持
し
て
い
る
配
偶
者
や
お
子

様
が
い
る
場
合
で
、
障
害
等
級
が
１
級
ま

た
は
２
級
に
該
当
す
る
方
に
加
算
を
行
っ

て
お
り
ま
し
た
が
、
平
成
23
年
４
月
施
行

の
「
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
」
に
よ
り
、
障
害
年
金
を
受
け
る
権

利
が
発
生
し
た
後
に
、
生
計
を
維
持
す
る

こ
と
に
な
っ
た
配
偶
者
や
お
子
さ
ま
が
い

る
場
合
に
も
届
出
に
よ
っ
て
加
算
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
23
年
３
月
ま
で
は

●
受
給
権
発
生
時
に
既
に
生
計
を
維
持
す

　

る
配
偶
者
や
お
子
さ
ま
を
有
し
て
い
る

　

場
合
に
は
、
受
給
権
発
生
時
（
※
）
か

　

ら
加
算
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
受
給
権
発
生
時
に
お
け
る
生
計
維
持
関

　

係
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
23
年
４
月
か
ら
は

加
算
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

●
平
成
23
年
４
月
１
日
よ
り
前
に
お
い
て
、

　

受
給
権
発
生
後
に
生
計
を
維
持
す
る
配

　

偶
者
や
お
子
さ
ま
を
有
し
て
い
る
場
合

　

に
は
、
法
施
行
時
（
※
）
か
ら
加
算
の

　

対
象
と
な
り
ま
す
。

※
平
成
23
年
３
月
31
日
に
お
け
る
生
計
維

　

持
関
係
を
確
認
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
平
成
23
年
４
月
１
日
以
降
に
お
い
て
、

　

受
給
権
発
生
後
に
生
計
を
維
持
す
る
配

　

偶
者
や
お
子
さ
ま
を
有
す
る
こ
と
と
な

　

っ
た
場
合
は
、
そ
の
事
実
が
発
生
し
た

　

時
点
（
※
）
か
ら
加
算
の
対
象
と
な
り

　

ま
す
。

※
婚
姻
、
出
生
等
の
事
実
が
発
生
し
た
日

　

に
お
け
る
生
計
維
持
関
係
を
確
認
す
る

　

こ
と
に
な
り
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金
の
子
加
算
の
運
用
の

見
直
し
と
児
童
扶
養
手
当
と
の
関
係

　

こ
の
た
び
の
法
律
改
正
に
よ
り
、
障
害

基
礎
年
金
の
子
加
算
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ

る
こ
と
で
、
併
せ
て
障
害
基
礎
年
金
の
子

加
算
の
運
用
に
つ
い
て
も
見
直
し
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
お
子
さ
ま
が
障
害

基
礎
年
金
の
子
加
算
の
対
象
で
あ
る
場
合

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
平
成
23
年
４
月

以
降
は
、
児
童
扶
養
手
当
額
が
障
害
基
礎

年
金
の
子
加
算
額
を
上
回
る
場
合
に
お
い

て
は
、
年
金
受
給
権
者
と
お
子
さ
ま
の
間

に
生
計
維
持
関
係
が
な
い
も
の
と
し
て
取

り
扱
い
、
子
加
算
の
対
象
と
し
な
い
こ
と

に
よ
り
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

児
童
扶
養
手
当
と
障
害
年
金
の
子
加
算

の
間
で
受
給
変
更
が
で
き
る
場
合
と
は

●
両
親
の
一
方
が
児
童
扶
養
手
当
法
施
行

　

令
で
定
め
る
障
害
（
国
民
年
金
ま
た
は

　

厚
生
年
金
保
険
法
1
級
相
当
）
の
状
態

　

に
あ
る
こ
と
で
、
配
偶
者
に
支
給
さ
れ

　

る
児
童
扶
養
手
当
と
障
害
年
金
の
子
加

　

算
で
受
給
変
更
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
と
障
害
年
金
の
子
加
算
の

間
で
受
給
変
更
が
で
き
な
い
場
合
と
は

●
母
子
世
帯
や
父
子
世
帯
の
方
は
、
児
童

　

扶
養
手
当
と
障
害
年
金
の
子
加
算
で
受

　

給
変
更
が
で
き
ま
せ
ん
。

▼
詳
し
く
は
、
左
記
の
照
会
先
ま
で
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

障
害
年
金
加
算
改
善
法
に
つ
い
て
は
…

　

お
近
く
の
年
金
事
務
所

　

年
金
相
談
セ
ン
タ
ー

　

市
役
所
市
民
窓
口
課

児
童
扶
養
手
当
額
や

児
童
扶
養
手
当
制
度
に
つ
い
て
は
…

　

市
役
所
子
育
て
福
祉
課

平
成
22
年
分

所
得
証
明
書
の
発
行

　

平
成
22
年
分
の
所
得
に
関
す
る
証
明
書

（
所
得
、
課
税
、
非
課
税
証
明
書
等
）
は

左
記
の
日
付
か
ら
の
発
行
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

徴収区分 発行予定日
市県民税を勤務先の給料等よ
り引き落としされている方 平成 23年 5月 10 日㈫

市県民税を上記以外の方法で
納付されている方 平成 23年 6月 1日㈬

　

確
定
申
告
ま
た
は

市
県
民
税
申
告
を
さ

れ
て
い
な
い
方
や
事

業
所
か
ら
給
与
支
払

報
告
書
が
市
役
所
へ

未
提
出
の
方
、
納
税

義
務
者
の
扶
養
者
に

な
っ
て
い
な
い
方
等
、

所
得
に
関
す
る
内
容

に
つ
い
て
当
市
が
把

握
で
き
な
い
方
に
つ

き
ま
し
て
は
、
所
得

に
関
す
る
証
明
が
で
き
ま
せ
ん
。
平
成
22

年
中
に
収
入
が
無
い
方
で
も
、
収
入
が
無

い
旨
の
申
告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。 

▼
詳
し
く
は
、
税
務
課
ま
で

市
政
ニ
ュ
ー
ス
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大
字
名　
　

区
長
名

新　

庄　
　

田
中　

邦
男

葛　

木　
　

安
川　

博
文

南
藤
井　
　

井
森　

保
久

大　

屋　
　

杉
岡　

章
吉

寺　

口　
　

井
村　

邦
彦

中　

戸　
　

足
髙　

光
弘

辨
之
庄　
　

森
本　

貢　

疋　

田　
　

宮
崎　

孝
治

北
道
穂　
　

杉
本　

善
巳

南
道
穂　
　

勝
根　

照
雄

西　

室　
　

澤
井　

進　

東　

室　
　

川
本　

善
之

柿　

本　
　

生
野　

光
弘

笛　

堂　
　

楳
原　

義
則

北
花
内　
　

三
上　

哲
弘

忍　

海　
　

堀
口　

至
猛

　

薑　
　
　

高
木　

正
年

新　

村　
　

小
走　

坦

新　

町　
　

花
内　

勉

南
花
内　
　

山
本　

周
尚

西　

辻　
　

辻
仲　

隆
典

林　

堂　
　

安
川　

信
正

大
字
名　
　

区
長
名

山　

田　
　

酒
井　

正
浩

平　

岡　
　

森
本　

守
治

山　

口　
　

高
松　

博

梅　

室　
　

梅
本　

一
嚴

笛　

吹　
　

梅
田　

康
彦

脇　

田　
　

戌
亥　

弘
匡

南
新
町　
　

吉
井　

正
男

南
今
市　
　

葛
和　

清
昭

太　

田　
　

葛
本　

國
雄

兵　

家　
　

伏
見　

柳
作

竹　

内　
　

仲
田　

正
徳

長　

尾　
　

松
本　

徳
顕

木　

戸　
　

森
岡　

久
幸

尺　

土　
　

筒
井　

一
成

八　

川　
　

古
川　

貴
士

大　

畑　
　

庄
田　

之
夫

當　

麻　
　

橋
本　

昭
次

勝　

根　
　

石
田　

皖
士

今
在
家　
　

吉
田　

秀
則

染　

野　
　

中
井　

敏
夫

新
在
家　
　

中
谷　

健
吉

加　

守　
　

岡　
　

繁
延

平
成
23
年
の
各
大
字
区
長
を
紹
介
し
ま
す

平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
（
敬
称
略
）

▼
企
画
政
策
課

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
積
極
的
に
ま
ち
づ
く

り
に
参
加
し
、
魅
力
あ
る
ま
ち
を
実
現
す

る
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
、
ま

た
は
、
こ
れ
か
ら
活
動
さ
れ
る
団
体
に
対

し
、
そ
の
活
動
の
経
費
の
一
部
を
支
援
し

ま
す
。

　

多
数
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間

　

５
月
25
日
㈬
ま
で

対
象
と
な
る
事
業

①
市
が
設
定
し
た
テ
ー
マ
に
対
し
市
民
活

　

動
団
体
か
ら
提
案
い
た
だ
く
事
業

　

本
年
度
の
市
が
設
定
す
る
テ
ー
マ
は
左

記
の
と
お
り
で
す
。

⑴
子
育
て
支
援
に
関
す
る
事
業

⑵
環
境
保
全
・
創
出
に
関
す
る
事
業

⑶
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
事
業

②
市
民
活
動
団
体
が
自
由
な
テ
ー
マ
で
提

　

案
い
た
だ
く
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し

　

た
ま
ち
づ
く
り
活
動
や
、
創
意
工
夫
が

　

み
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
事
業

注
意
事
項

○
１
団
体
に
つ
き
、
1
事
業
の
応
募
と
し

　

ま
す
。

○
原
則
、
応
募
さ
れ
た
年
度
内
に
実
施
・

　

完
了
す
る
事
業
と
し
ま
す
。

○
す
で
に
、
市
や
他
団
体
等
か
ら
補
助
金

　

を
受
け
て
お
ら
れ
る
事
業
は
対
象
と
な

　

り
ま
せ
ん
。

対
象
団
体

①
構
成
員
数
が
３
名
以
上
で
、
市
内
に
在

　

住
・
在
勤
ま
た
は
在
学
す
る
方
を
主
た

　

る
構
成
員
と
し
て
い
る
団
体
。
た
だ
し

　

政
治
・
宗
教
・
営
利
活
動
目
的
の
団
体

　

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

②
特
定
非
営
利
活
動
法
人

補
助
金
の
交
付

　

補
助
対
象
経
費
に
つ
い
て
20
万
円
を
限

度
と
し
て
助
成
し
ま
す
。
な
お
、
助
成
金

は
事
業
完
了
後
に
交
付
し
ま
す
。

申
請
書
・
申
込
み
等

　

申
請
書
お
よ
び
募
集
要
項
の
配
布
、
ま

た
申
込
み
の
受
付
は
企
画
政
策
課
（
新
庄

庁
舎
３
階
）
に
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。
な

お
、
申
請
書
及
び
募
集
要
項
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

事
業
の
決
定

　

皆
さ
ま
か
ら
応
募
い
た
だ
い
た
事
業
企

画
に
は
、
審
査
委
員
会
に
て
、
書
類
に
よ

る
１
次
審
査（
５
月
下
旬
）、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
２
次
審
査
（
６
月
19
日
㈰

予
定
）
を
経
て
採
択
す
る
事
業
を
決
定
し

ま
す
。
な
お
、審
査
は
、「
社
会
貢
献
度
」「
発

展
性
」「
計
画
性
」「
経
費
適
正
」
な
ど
の

基
準
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
行
い
ま
す
。

募
集
し
ま
す
！

葛
城
市
市
民
活
動
事
業

▼
詳
し
く
は
、
企
画
政
策
課
ま
で

市政ニュース　市政ニュース　
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子
育
て
・
健
康

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス

文
化
・
教
養

市
政
ニ
ュ
ー
ス

予
算
・
施
政
方
針

　

葛
城
っ
子
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
シ
ョ
ッ
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
班
で
縄
跳
び
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

葛
城
市
立
新
庄
北
小
学
校

市
政
ニ
ュ
ー
ス

市政ニュース　

　

本
校
で
は
開
校
以
来
、
朝
の
駆
け
足
を

日
課
に
し
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
ス
ポ

ー
ツ
テ
ス
ト
の
結
果
、
跳
躍
力
に
弱
さ
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
県
教
育
委
員
会
保
健
体
育
課
主

催
の
「
外
遊
び
、
み
ん
な
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

ウ
ィ
ン
タ
ー
」〈
８
の
字
大
縄
跳
び
〉
異
学

年
混
合
の
部
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
参
加
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
記
録
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
送
る
と
、
参
加

者
全
体
内
で
の
順
位
が
示
さ
れ
、
大
変
励
み

に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
活
動
も
、
本
校
な
ら
で
は
の
１
〜

６
年
の
異
学
年
交
流
に
よ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー

班
で
取
り
組
み
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
学

年
を
超
え
て
、
休
み
時
間
も
練
習
に
余
念

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

先
日
も
３
分
間
に
跳
べ
た
回
数
を
競
う

部
で
１
９
２
回
と
い
う
好
記
録
を
出
し
、

県
の
認
定
で
２
位
に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
ま

し
た
。
大
喜
び
の
子
ど
も
た
ち
、
意
欲
は

ま
す
ま
す
高
ま
り
ま
す
。

　

今
後
も
た
っ
ぷ
り
よ
い
汗
を
流
し
、
体

力
・
運
動
能
力
向
上
に
努
め
た
い
も
の
で
す
。

　

こ
の
度
、
本
市
の
行
政
相
談
委
員
と
し

て
、
田
中
政
春
さ
ん
と
中
村
雅
博
さ
ん
が
総

務
大
臣
か
ら
再
委
嘱
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
毎
日
の
暮
ら
し
の

中
で
、
国
や
地
方
の
行
政
機
関
の
事
業
等

に
つ
い
て
の
苦
情
や
相
談
を
受
け
付
け
、

相
談
者
へ
の
助
言
や
関
係
行
政
機
関
に
対

す
る
通
知
な
ど
を
行
う
こ
と
を
業
務
と
し

て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
定
例
の
「
人
権
・
行
政
・

心
配
ご
と
相
談
」
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

（
開
設
日
は
各
月
広
報
誌
巻
末
の
「
今
月
の

無
料
相
談
」
欄
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。）

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
総
務
財
政
課

４
月
か
ら
行
政
相
談
委
員
に

田
中
政
春
さ
ん　
　

中
村
雅
博
さ
ん　
　

　

５
月
７
日
㈯
、
歴
史
博
物
館
あ
か
ね
ホ

ー
ル
に
て
、
葛
城
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
総
会
後

の
午
前
11
時
頃
よ
り
、
銭
座
雅
洋
氏
と
山
本

光
男
氏
に
よ
る
「
学
校
・
地
域
連
携
事
業
に

つ
い
て
」
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

「
学
校
・
地
域
連
携
事
業

（
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）」

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

▼
生
涯
学
習
課

あ
な
た
の
キ
モ
チ
を

短
歌
に
し
ま
せ
ん
か

第
十
五
回
葛
城
歌
壇
短
歌
募
集

　

葛
城
市
は
、
万
葉
歌
人
柿
本
人
麻
呂
の

生
地
で
あ
り
、
日
本
芸
術
院
会
員
前
川
佐

美
雄
の
出
身
地
と
し
て
短
歌
に
は
縁
の
深

い
土
地
で
す
。
こ
の
２
人
の
偉
大
な
歌
人

を
記
念
し
て
葛
城
市
の
生
涯
学
習
の
拠
点

づ
く
り
と
、
短
歌
の
ふ
る
さ
と
「
葛
城
」

を
目
指
し
短
歌
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

応
募
方
法

○
１
人
２
首
以
内

　
（
自
作
未
発
表
作
品
、
応
募
作
品
の
著

　

作
権
は
新
庄
図
書
館
に
帰
属
す
る
）

○
応
募
用
紙
ま
た
は
原
稿
用
紙
に
、
作
品
、

　

住
所
、
名
前
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入

　
（
漢
字
に
必
ず
ふ
り
が
な
）

出
詠
料

　

市
内
在
住
者
（
子
ど
も
・
大
人
）
は
無
料

応
募
締
切

　

８
月
31
日
㈬
（
当
日
消
印
有
効
）

発
表
会

　

11
月
５
日
㈯
歴
史
博
物
館
あ
か
ね
ホ
ー
ル

賞
　

柿
本
人
麻
呂
賞
・
前
川
佐
美
雄
賞
ほ
か

選
者

　

英
保
志
郎
氏
・
鏑
木
正
雄
氏
・
筒
井
早

　

苗
氏
・
松
岡 
裕
子
氏

▼
応
募
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

新
庄
図
書
館
【
☎
（
69
）
４
６
４
６
】
ま
で
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国民健康保険から人間ドックのご案内国民健康保険から人間ドックのご案内
～検査費の７割を助成します！～～検査費の７割を助成します！～

国民健康保険では、人間ドックを受診される方に対して助成を行います。国民健康保険では、人間ドックを受診される方に対して助成を行います。
ぜひ、この機会にご活用ください。ぜひ、この機会にご活用ください。

申 込 先申 込 先 　　

　　　　　保険課　　　　　保険課

受 付 期 間受 付 期 間
　　　　　　　　　平成 23 年 5月 2日～平成 24 年 2月 29 日（閉庁日を除く。）　平成 23 年 5月 2日～平成 24 年 2月 29 日（閉庁日を除く。）

　　　　　午前 9時～正午・午後 1時～午後 3時 30 分　　　　　午前 9時～正午・午後 1時～午後 3時 30 分

資 　 格資 　 格
　　　　　　　　　　下記の３点を全て満たしている方が資格のある方です。下記の３点を全て満たしている方が資格のある方です。
　　　　　　　　※※受診日に国民健康保険の資格を喪失されている方は、受診できません。受診日に国民健康保険の資格を喪失されている方は、受診できません。
　　　　　　　　◎◎申請日において、満 35 歳以上の方申請日において、満 35 歳以上の方

　　　　　　　　◎◎申請日において、引き続き１年以上、葛城市国民健康保険の被保険者である方申請日において、引き続き１年以上、葛城市国民健康保険の被保険者である方

　　　　　　　　◎◎申請日において、前年度分までの国民健康保険税を完納している世帯に属する方申請日において、前年度分までの国民健康保険税を完納している世帯に属する方

持参するもの持参するもの
　　　　　　　　□□国民健康保険被保険者証　国民健康保険被保険者証　□□印鑑　印鑑　□□特定健康診査受診券および質問票（対象者のみ）特定健康診査受診券および質問票（対象者のみ）

受 診 期 間受 診 期 間
　　　　　　　　　平成 23 年 5月～平成 24 年 3月末　平成 23 年 5月～平成 24 年 3月末

検 査 機 関検 査 機 関
　　　　　　　　　下記のどちらかで受診していただきます。　下記のどちらかで受診していただきます。

奈良県健康づくり財団 田原本町宮古404―7 個人負担額　11,283円
葛城メディカルセンター 大和高田市西町1―45 個人負担額　11,025円

　　　　　　　　※※葛城メディカルで胃カメラを受診される場合は、別途費用がかかります。葛城メディカルで胃カメラを受診される場合は、別途費用がかかります。

　　　　　　　　※※胃カメラ時における生検費用については、別途費用がかかります。胃カメラ時における生検費用については、別途費用がかかります。

　　　　　　　　※※女性の方で、婦人科検診を受診される場合は、別途費用がかかります。女性の方で、婦人科検診を受診される場合は、別途費用がかかります。

　　　　　　　　※※申込み時に予約をお取りしますが、ご希望に添えないこともありますので、受診希望日申込み時に予約をお取りしますが、ご希望に添えないこともありますので、受診希望日

　　　　　を複数考えたうえで申込みをして下さい。　　　　　を複数考えたうえで申込みをして下さい。

　　　　　　　　※※特定健康診査の受診対象者で人間ドックを受診される場合は、申請時に必ず特定健康診特定健康診査の受診対象者で人間ドックを受診される場合は、申請時に必ず特定健康診

　　　　　査の受診券および質問票を提出してください。　　　　　査の受診券および質問票を提出してください。

　　　　　　　　※※平成 23 年度において、特定健康診査を受診された方は人間ドックの助成を受けること平成 23 年度において、特定健康診査を受診された方は人間ドックの助成を受けること

　　　　　はできません。また、人間ドックの助成を受けられた方については、特定健康診査を受　　　　　はできません。また、人間ドックの助成を受けられた方については、特定健康診査を受

　　　　　診することはできません。　　　　　診することはできません。

主な検査項目主な検査項目
○内科診察 ○身体測定 ○生活食事調査 ○便検査 ○尿検査 ○末梢血検査
○血液生化学 ○免疫血清 ○腹部超音波 ○胸部Ｘ線 ○胃透視または胃カメラ
○肺機能 ○視力検査 ○眼底・眼圧 ○聴力検査 ○安静心電図 ○総合指導

▲

詳しくは、保険課まで

市政ニュース　市政ニュース　



19 広報「 」平成23年5月号 市役所　新庄庁舎　☎（69）3001 ／當麻庁舎　☎（48）2811

情
報
コ
ー
ナ
ー

子
育
て
・
健
康

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス

文
化
・
教
養

市
政
ニ
ュ
ー
ス

予
算
・
施
政
方
針

市政ニュース

受
付
期
間

　

６
月
15
日
㈬
〜
６
月
30
日
㈭

　
（
た
だ
し
、
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す
。）

受
付
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

受
付
場
所

　

市
役
所
新
庄
庁
舎　

環
境
課

申
請
方
法

　

墓
地
使
用
許
可
申
請
書
（
環
境
課
窓
口

で
配
布
）
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
し
、

住
民
票
謄
本
ま
た
は
戸
籍
謄
本
を
添
付

し
、受
付
期
間
中
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

（
た
だ
し
、
申
請
は
本
人
ま
た
は
そ
の
家

族
に
限
り
ま
す
。）

　

新
規
の
墓
地
も
し
く
は
返
還
の
墓
地
の

ど
ち
ら
か
の
申
し
込
み
と
し
ま
す
。

○
墓
地
使
用
お
よ
び
使
用
地
の
決
定
は
、

７
月
13
日
㈬
の
市
役
所
で
の
抽
選
で
決
定

し
ま
す
。

○
使
用
料
お
よ
び
管
理
料
は
、
下
表
の
と

お
り
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
課
ま
で

葛
城
市
霊
苑
墓
地
使
用
者
を
募
集
し
ま
す

区分 区画面積 使用料 管理費（1年） 予納金
Ａ 0.9 × 1.8m 27万円 2100円 7万円
Ｂ 1.8 × 1.8m 45万円 3150円 12万円
Ｃ 3.6 × 1.8m 90万円 5250円 25万円

現在計画している施設は表のとおりです
事業名称 葛城市クリーンセンター整備事業

施設規模

焼 却 炉
リ サ イ ク ル セ ン タ ー
（ 既 設 4.2t/5h の 増 設 ） 
剪定枝等リサイクル施設

50t/16h(25t × 2炉 )
8t/5h  

3t/5h

建設場所
葛城市當麻120番地

（現當麻クリーンセンター用地）
敷地面積 9,116m 2（現況）

  現在、大量生産・大量消費・大量廃棄という社会経済活動や市民のライフスタイルを見
直し、何よりもまず資源を効率的に利用してごみを出さないこと、出してしまったごみは
資源として利用すること、どうしても利用できないごみは適正に処分するという「循環型
社会」の構築が求められています。
　現在計画している施設整備に際しては、公害防止に十分留意し環境に優しい施設を目指
します。また、循環型社会に寄与する施設として、エネルギーの有効利用を図るとともに、
自然環境や社会環境との調和、周辺地域との共生ができるような配慮を行いつつ、経済性
を考慮して計画いたします。
  新クリーンセンターは現當麻クリーンセンター用地に既存施設を解体撤去して整備する
とともに、新たに搬入道路も整備いたします。

　今後計画の内容や、事業の進
しんちょく

捗状況を広報でお知らせいたします。ご理解とご協力をお
願いいたします。

新クリーンセンターについてのお知らせ　①

▲

新炉建設準備室

市
政
ニ
ュ
ー
ス

市政ニュース　



20広報「 」平成23年5月号

新　庄　地　区

‥‥現在供用開始している区域

‥‥今年供用開始された区域

下水道　いつか私に　もどる水もどる水
市政ニュース　市政ニュース　



21 広報「 」平成23年5月号 市役所　新庄庁舎　☎（69）3001 ／當麻庁舎　☎（48）2811

情
報
コ
ー
ナ
ー

子
育
て
・
健
康

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス

文
化
・
教
養

市
政
ニ
ュ
ー
ス

予
算
・
施
政
方
針

　平成 22 年度の工事が完了したことにより 5 月 1
日から新しく地図に示された区域で、公共下水道を
利用していただけるようになりました。
　快適な生活環境、きれいな水、豊かな自然を守る
第一歩として、一日も早く公共下水道を利用してい
ただきますよう、よろしくお願いします。
　各ご家庭が供用開始公示後 3年以内に公共下水道
に接続工事を行われた場合に助成金制度が適用され
ます。ただし、新築・会社・その他の法人等は対象
となりません。
　詳しくは下水道課までお問い合わせください。

疋
田
地
区

東
室
地
区

下水道　いつか私に　もどる水下水道　いつか私に　

市
政
ニ
ュ
ー
ス

市政ニュース　



22広報「 」平成23年5月号

當　麻　地　区 ‥‥現在供用開始している区域

‥‥今年供用開始された区域

　市役所の職員を装ってご家庭を訪問し、排水設
備（宅地内の排水管、私設ます）などの点検・修
理を強引に行って多額の代金を要求するトラブル
が発生しています。
　市役所ではこのような行為は一切行っていませ
ん。また、宅地内の下水道管の清掃や修理を、市
役所が業者に委託し代金を請求することもありま
せん。ご注意ください。

悪質な「点検商法」にご注意

下水道　いつか私に　もどる水下水道　いつか私に　もどる水

市政ニュース　市政ニュース　



23 広報「 」平成23年5月号 市役所　新庄庁舎　☎（69）3001 ／當麻庁舎　☎（48）2811

情
報
コ
ー
ナ
ー

子
育
て
・
健
康

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス

文
化
・
教
養

市
政
ニ
ュ
ー
ス

予
算
・
施
政
方
針

★
市
長
部
局

★
市
長
部
局

【
部
長
級
】
▽
企
画
部
長
（
企
画
部
情
報
推
進
課
長
）

田
中
茂
博
▽
市
民
生
活
部
長
（
市
民
生
活
部
人
権
政

策
課
長
）
松
浦
住
憲
▽
保
健
福
祉
部
長
（
保
健
福
祉

部
健
康
増
進
課
長
）吉
川
光
俊
▽
産
業
観
光
部
長（
産

業
観
光
部
商
工
観
光
課
長
）
吉
川
正
隆
▽
都
市
整
備

部
理
事
兼
都
市
計
画
課
長
事
務
取
扱
（
都
市
整
備
部

都
市
計
画
課
長
）
生
野
𠮷
秀
▽
上
下
水
道
部
長
（
図

書
館
長
）
池
田
雅
直
▽
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
事

務
取
扱
（
市
民
生
活
部
市
民
窓
口
課
長
）
坂
口
徳
子

【
課
長
級
】
▽
企
画
部
企
画
政
策
課
長
（
企
画
部
企

画
政
策
課
長
補
佐
）
和
田
正
彦
▽
企
画
部
情
報
推
進

課
長
（
学
校
教
育
課
長
補
佐
）
米
井
英
規
▽
総
務
部

総
務
財
政
課
主
幹
（
総
務
部
総
務
財
政
課
長
補
佐
）

安
川　

誠
▽
総
務
部
収
納
促
進
課
長
（
社
会
福
祉
協

議
会
事
務
局
長
）
邨
田
康
司
▽
市
民
生
活
部
市
民
窓

口
課
長
（
市
民
生
活
部
市
民
窓
口
課
主
幹
）
西
川
佳

嗣
▽
市
民
生
活
部
市
民
窓
口
課
主
幹
（
総
務
部
税
務

課
長
補
佐
）
西
村
圭
代
子
▽
市
民
生
活
部
人
権
政
策

課
長
（
保
健
福
祉
部
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
所
長
）
川

井
高
久
▽
市
民
生
活
部
環
境
課
長
（
市
民
生
活
部
新

炉
建
設
準
備
室
主
幹
）
大
谷　

肇
▽
市
民
生
活
部
當

麻
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長
（
市
民
生
活
部
環
境
課

長
）
高
橋
一
馬
▽
保
健
福
祉
部
社
会
福
祉
課
長
（
保

健
福
祉
部
社
会
福
祉
課
長
補
佐
）
西
川
佳
伸
▽
保
健

福
祉
部
長
寿
福
祉
課
長
兼
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
所
長

（
保
健
福
祉
部
長
寿
福
祉
課
長
）
門
口
尚
弘
▽
保
健

福
祉
部
健
康
増
進
課
長
（
保
健
福
祉
部
子
育
て
福
祉

課
長
補
佐
）
水
原
正
義
▽
産
業
観
光
部
商
工
観
光
課

長
（
総
務
部
総
務
財
政
課
主
幹
）
下
村
喜
代
博
▽
都

市
整
備
部
建
設
課
主
幹
（
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課

長
補
佐
）
石
田
勝
則

【
課
長
補
佐
級
】
▽
企
画
部
情
報
推
進
課
長
補
佐
（
市

民
生
活
部
保
険
課
長
補
佐
）
松
村
昇
道
▽
総
務
部

総
務
財
政
課
長
補
佐
（
総
務
部
総
務
財
政
課
）
米

田
匡
勝
▽
総
務
部
生
活
安
全
課
長
補
佐
（
社
会
福
祉

協
議
会
総
務
課
長
）
門
口
昌
義
▽
総
務
部
税
務
課
長

補
佐
（
企
画
部
情
報
推
進
課
長
補
佐
）
前
村
芳
安
▽

総
務
部
収
納
促
進
課
長
補
佐
（
保
健
福
祉
部
長
寿
福

祉
課
長
補
佐
）
早
田
幸
介
▽
市
民
生
活
部
保
険
課
長

補
佐
（
企
画
部
人
事
課
付
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
派
遣
）
脇
田
公
典
▽
保
健
福
祉
部
社
会
福
祉
課
長

補
佐
（
保
健
福
祉
部
社
会
福
祉
課
）
高
垣
倫
浩
▽
保

健
福
祉
部
子
育
て
福
祉
課
長
補
佐
（
市
民
生
活
部
當

麻
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐
）
柏
井
英
洋
▽
磐

城
校
区
児
童
館
主
任
児
童
厚
生
員
（
磐
城
校
区
児
童

館
）
細
川
恵
以
子
▽
保
健
福
祉
部
長
寿
福
祉
課
長
補

佐
（
企
画
部
企
画
政
策
課
）
森
井
敏
英
▽
保
健
福
祉

部
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐
（
総
務
部
収
納
促

進
課
長
補
佐
）
吉
村
泰
祐
▽
都
市
整
備
部
都
市
計
画

課
長
補
佐
（
総
務
部
収
納
促
進
課
長
補
佐
）
吉
井
将

雄
▽
都
市
整
備
部
建
設
課
長
補
佐
（
上
下
水
道
部
下

水
道
課
）
松
本
秀
樹

【
一
般
】
▽
企
画
部
人
事
課
付
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
派
遣
（
保
健
福
祉
部
社
会
福
祉
課
）
井
上
理

恵
▽
企
画
部
人
事
課
付
葛
城
地
区
清
掃
事
務
組
合
派

遣
（
上
下
水
道
部
水
道
課
）
西
田
勝
美
▽
企
画
部
企

画
政
策
課
（
保
健
福
祉
部
長
寿
福
祉
課
）
堀
川
雅
樹

▽
企
画
部
企
画
政
策
課
（
新
規
採
用
）
松
本　

晃
▽

総
務
部
総
務
財
政
課
（
企
画
部
人
事
課
付
奈
良
県
派

遣
）
小
林
沙
恵
子
▽
総
務
部
税
務
課
（
新
規
採
用
）

木
村　

匠
▽
市
民
生
活
部
市
民
窓
口
課
（
保
健
福
祉

部
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
）
上
田
み
ゆ
き
▽
市
民
生
活

部
市
民
窓
口
課
（
新
規
採
用
）
栗
原
希
実
▽
市
民
生

活
部
保
険
課
（
新
規
採
用
）
川
崎
智
裕
▽
市
民
生
活

部
新
炉
建
設
準
備
室
（
都
市
整
備
部
建
設
課
）
福
井

敏
秀
▽
保
健
福
祉
部
社
会
福
祉
課
（
企
画
部
企
画
政

策
課
）
芳
仲
栄
治
▽
保
健
福
祉
部
社
会
福
祉
課
（
保

健
福
祉
部
子
育
て
福
祉
課
）
山
本
雪
絵
▽
保
健
福
祉

部
子
育
て
福
祉
課
（
新
規
採
用
）
田
中
茉
梨
乃
▽
磐

城
第
２
保
育
所
（
新
規
採
用
）
春
木
悠
里
▽
當
麻
第

１
保
育
所
（
新
規
採
用
）
川
井
貴
代
▽
保
健
福
祉
部

長
寿
福
祉
課
（
中
央
公
民
館
）
油
谷
知
之
▽
産
業
観

光
部
農
林
課
（
総
務
部
税
務
課
）
吉
村
和
則
▽
産
業

観
光
部
農
林
課
（
上
下
水
道
部
水
道
課
）
野
地
幸
一

郎
▽
産
業
観
光
部
農
林
課
（
学
校
教
育
課
）
田
崎
貴

久
▽
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
（
都
市
整
備
部
建
設

課
）
奥
田
雅
彦
▽
都
市
整
備
部
建
設
課
（
産
業
観
光

部
農
林
課
）勝
浪
栄
次
▽
上
下
水
道
部
下
水
道
課（
産

業
観
光
部
農
林
課
）
西
川
勝
也

★
水
道
部
局

★
水
道
部
局

【
一
般
】
▽
上
下
水
道
部
水
道
課
（
体
育
振
興
課
）

西
川
基
之
▽
上
下
水
道
部
水
道
課
（
企
画
部
人
事
課

付
葛
城
地
区
清
掃
事
務
組
合
派
遣
）
吉
田
直
生

★
議
会
事
務
局

★
議
会
事
務
局

【
課
長
補
佐
級
】
▽
総
務
課
長
補
佐
（
総
務
課
）
吉

田
賢
二

【
一
般
】
▽
総
務
課
（
市
民
生
活
部
市
民
窓
口
課
）

山
岡　

晋

★
教
育
委
員
会
部
局

★
教
育
委
員
会
部
局

【
部
長
級
】
▽
教
育
部
長
（
企
画
部
企
画
政
策
課
長
）

中
嶋
正
英

【
課
長
級
】▽
生
涯
学
習
課
長（
生
涯
学
習
課
長
補
佐
）

吉
村
恭
信
▽
体
育
振
興
課
長（
体
育
振
興
課
長
補
佐
）

西
川
博
史
▽
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
（
保
健
福
祉

部
長
寿
福
祉
課
長
補
佐
）松
田
和
男
▽
図
書
館
長（
生

涯
学
習
課
長
）
伏
見　

茂
▽
歴
史
博
物
館
主
幹
（
歴

史
博
物
館
長
補
佐
）
吉
岡
昌
信

【
課
長
補
佐
級
】
▽
学
校
教
育
課
長
補
佐
（
教
育
総

務
課
）
吉
井　

忠
▽
生
涯
学
習
課
長
補
佐
（
教
育
総

務
課
）
和
田
善
弘
▽
体
育
振
興
課
長
補
佐
（
総
務
部

生
活
安
全
課
長
補
佐
）
辻　

一
成

【
一
般
】
▽
教
育
総
務
課
（
市
民
生
活
部
保
険
課
）

葛
本
康
彦
▽
教
育
総
務
課
（
新
規
採
用
）
村
野
辰
宜

▽
学
校
教
育
課
（
市
民
生
活
部
市
民
窓
口
課
）
板
橋

行
則
▽
磐
城
小
学
校
附
属
幼
稚
園
（
當
麻
小
学
校
附

属
幼
稚
園
）
浅
野
恵
子
▽
當
麻
小
学
校
附
属
幼
稚
園

（
磐
城
小
学
校
附
属
幼
稚
園
）
吉
岡
朋
子
▽
中
央
公

民
館
（
保
健
福
祉
部
長
寿
福
祉
課
）
吉
村
賀
央

★
消
防
本
部

★
消
防
本
部

【
部
長
級
】
▽
消
防
長
（
消
防
次
長
兼
消
防
本
部
予

防
課
長
事
務
取
扱
）
岩
井
利
光

【
次
長
級
】
▽
消
防
次
長
（
消
防
本
部
警
防
課
長
）

西
川
善
裕

【
課
長
級
】
▽
本
部
総
務
課
主
幹
（
本
部
総
務
課
付

奈
良
県
消
防
広
域
化
協
議
会
派
遣
）
中
田
勝
則
▽
本

部
警
防
課
長
（
消
防
署
消
防
課
長
）
伏
見　

悟
▽
本

部
消
防
指
令
課
長
（
消
防
署
警
防
課
長
）
河
井　

章

▽
本
部
予
防
課
長
（
本
部
予
防
課
長
補
佐
兼
消
防
署

予
防
課
長
）
西
川
和
秀

【
課
長
補
佐
級
】
▽
本
部
総
務
課
付
奈
良
県
消
防
広

域
化
協
議
会
派
遣
（
本
部
総
務
課
）
河
合
成
元
▽
本

部
予
防
課
長
補
佐
兼
消
防
署
予
防
課
長
（
消
防
署
予

防
課
主
幹
）
巽　

詳
二
▽
消
防
署
警
防
課
長
（
消
防

署
消
防
課
主
幹
）森
川
利
郎
▽
消
防
署
消
防
課
長（
消

防
署
消
防
課
）
今
永
浩
司

【
一
般
】
▽
本
部
消
防
指
令
課
（
本
部
総
務
課
付
奈

良
県
消
防
学
校
派
遣
）
東
元　

靖

退
職
者　

３
月
31
日
付

▽
森
川
重
裕
（
企
画
部
長
）
▽
森
田
源
千
代
（
市
民

生
活
部
長
）
▽
花
井
義
明
（
保
健
福
祉
部
長
）
▽
大

武
勇
吉
（
産
業
観
光
部
長
）
▽
正
田
貴
一
（
上
下
水

道
部
長
）
▽
安
川　

登
（
会
計
管
理
者
）
▽
中
尾
知

好
（
教
育
部
長
）
▽
中
島
克
比
虎
（
消
防
長
）
▽
杉

村
康
夫
（
総
務
部
収
納
促
進
課
長
）
▽
安
井
成
行
（
市

民
生
活
部
當
麻
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▽
小
原

章
良
（
保
健
福
祉
部
社
会
福
祉
課
長
）
▽
山
下
宗
良

（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▽
吉
村
幾
温
（
中
央

公
民
館
長
補
佐
）
▽
森
井
隆
雄
（
企
画
部
人
事
課
）

▽
中
本
正
人
（
総
務
部
総
務
財
政
課
）

▼
人
事
課

人
事
異
動

人
事
異
動

４
月
１
日
付

４
月
１
日
付

※
（　

）
内
は
旧
所
属

※
（　

）
内
は
旧
所
属

市
政
ニ
ュ
ー
ス

市政ニュース　
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地域安全ニュース   　地域安全ニュース   　
　

３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
に
発
生
し
た

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
は
、
私
た
ち
の

想
像
を
絶
す
る
大
津
波
に
よ
り
、
尊
い
生

命
や
身
体
、
多
く
の
財
産
を
始
め
、
貴
重

な
施
設
を
失
う
と
い
っ
た
未
曾
有
の
大
災

害
と
な
り
ま
し
た
。

　

葛
城
市
で
は
、
緊
急
消
防
援
助
隊
（
奈

良
県
隊
）
と
し
て
救
急
隊
を
出
場
さ
せ
る
と

と
も
に
防
災
倉
庫
に
備
蓄
し
て
お
り
ま
し

た
非
常
食
や
毛
布
な
ど
の
救
援
物
資
を
被

災
地
に
向
け
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
葛
城
市
、
市
議
会
、
区
長
会
を
は

じ
め
市
民
皆
様
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協

力
に
よ
る
災
害
義
援
金
活
動
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
金
額
は

３
月
31
日
現
在
で
、
２
１
２
２
万
９
５
３
３

円
と
な
り
、
一
日
も
早
く
被
災
地
の
支
援
に

お
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
社
会
福
祉

協
議
会
を
通
じ
て
日
本
赤
十
字
社
奈
良
県

支
部
へ
お
届
け
い
た
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
に
は
温
か
い
ご
厚
志
を
賜
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災

地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

葛
城
市
長　
　
　
　
　

　

山　

下　

和　

弥

東
日
本
大
震
災
へ
の

義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

  

葛
城
市
と
葛
城
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
の
義
援
金
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
は
、
葛
城

市
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
し
て
、
責
任
を

持
っ
て
被
災
地
に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

募
金
箱
設
置
場
所

　

新
庄
庁
舎
・
當
麻
庁
舎
・
各
施
設　

他

　

計
26
施
設

銀
行
振
込

　

口
座

　
　

南
都
銀
行
新
庄
支
店

　
　

普
通
預
金　

２
０
４
８
８
９
７

　

名
義

　
　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
義
援
金
口

　
　

葛
城
市
会
計
管
理
者

▼▼
生
活
安
全
課

生
活
安
全
課

幼
児
二
人
同
乗
用
自
転
車

幼
児
二
人
同
乗
用
自
転
車

購
入
費
の
補
助

購
入
費
の
補
助

　

幼
児
二
人
同
乗
用
自
転
車
の
普
及
を
促

進
し
、
自
転
車
利
用
者
の
安
全
を
図
る
と

と
も
に
、
子
育
て
支
援
事
業
の
一
環
と
し

て
、
購
入
者
に
対
し
そ
の
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

対
象
自
転
車

　

平
成
21
年
７
月
１
日
以
降
に
新
車
購
入

し
た
幼
児
二
人
同
乗
用
自
転
車

※
申
請
は
１
世
帯
１
回
の
み

※
Ｂ
Ａ
Ａ
マ
ー
ク

　
﹇
㈳
自
転
車
協
会
（
幼
児
二
人
同
乗
用

　

自
転
車
安
全
基
準
認
定
証
）﹈

　

ま
た
は
、

　

Ｓ
Ｇ
マ
ー
ク

　
﹇
㈶
製
品
安
全
協
会
（
幼
児
二
人
同
乗

　

用
）﹈

　

が
貼
付
さ
れ
た
も
の
（
オ
プ
シ
ョ
ン
設

　

置
の
座
席
を
含
む
）

対
象
者

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方

①
購
入
時
お
よ
び
申
請
時
に
幼
児
２
人
以

　

上
の
幼
児
（
６
歳
未
満
）
の
養
育
者
で
、

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
現
に
居
住
し
て

　

い
る
方

②
購
入
後
１
年
以
内
に
本
交
付
申
請
を
し

　

た
方

③
本
人
お
よ
び
同
一
世
帯
の
方
が
市
税
等

　

を
滞
納
し
て
い
な
い
方

補
助
金
額

　

購
入
価
格
（
消
費
税
含
む
）
の
２
分
の

１
に
相
当
す
る
額
（
１
０
０
円
未
満
の
端

数
が
生
じ
た
場
合
は
切
り
捨
て
）

※
限
度
額　

４
万
円

申
請
に
必
要
な
も
の

①
申
請
書
お
よ
び
請
求
書

　
（
市
役
所
新
庄
庁
舎
２
階　

生
活
安
全

　

課
に
あ
り
ま
す
）

②
領
収
書

　
（
申
請
者
氏
名
・
購
入
品
目
の
名
称
が
記

　

載
さ
れ
た
原
本
で
レ
シ
ー
ト
は
不
可
）

③
製
造
メ
ー
カ
ー
保
証
書
の
写
し

　
（
型
番
・
車
体
番
号
・
保
証
期
間
・
申

　

請
者
の
氏
名
、
住
所
、
購
入
先
が
明
記

　

さ
れ
、
幼
児
二
人
同
乗
用
自
転
車
安
全

　

基
準
に
適
合
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

　

も
の
）

④
印
鑑

▼
詳
し
く
は
、
生
活
安
全
課
ま
で

※
南
都
銀
行
窓
口
を
ご
利
用
の
場
合
、
振

　

り
込
み
手
数
料
は
無
料
で
す
。

※
南
都
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
、
他
の
金
融
機
関
か

　

ら
は
、
振
り
込
み
手
数
料
が
か
か
り
ま

　

す
。

※
銀
行
扱
い
は
、
土
・
日
・
祝
日
は
取
扱

　

は
し
て
い
ま
せ
ん
。

東
日
本
大
震
災
の

復
興
を
支
援
し
ま
す
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情
報
コ
ー
ナ
ー

子
育
て
・
健
康

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス

文
化
・
教
養

市
政
ニ
ュ
ー
ス

予
算
・
施
政
方
針

地域安全ニュース  　

▼▼
▼▼
１
１
９

１
１
９
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー
▲▲
▲▲

平
成
平
成
2323
年
３
月
中

年
３
月
中

平
成
平
成
2323
年
の
累
計

年
の
累
計

火
災
：

０
件
火
災
：

１
件

救
急
：
１
１
６
件
救
急
：
３
５
７
件

救
助
：

２
件
救
助
：

７
件

精
績
章
を
受
章

精
績
章
を
受
章

　

本
市
消
防
団
前
第
３
分
団
長
の
中
島
章

祐
さ
ん
（
北
花
内
）
が
、
日
本
消
防
協
会

長
よ
り
精
績
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
消
防
団
員
と
し
て
長
年
消
防
業
務

に
勤
続
さ
れ
、
勤
務
勉
励
技
能
熟
達
よ
く
、

そ
の
業
務
遂
行
に
あ
た
っ
た
成
績
が
極
め

て
優
秀
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
栄
誉
あ
る
受
章
に
対
し
、
心
か
ら

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
消
防
署

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
は
お
済
み
で
す
か

設
置
は
お
済
み
で
す
か

　

既
存
住
宅
へ
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
猶
予
期
限
が
平
成
23
年
５
月
31
日
を

も
っ
て
全
国
一
斉
で
終
了
し
ま
す
。
本
年

６
月
１
日
か
ら
、
全
て
の
住
宅
に
対
し
て

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
す
。

　

葛
城
市
で
は
、
火
災
予
防
条
例
に
よ
り
、

平
成
21
年
６
月
１
日
か
ら
義
務
付
け
ら
れ

て
か
ら
約
２
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い

お
宅
が
あ
り
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
ま
だ
設
置
さ
れ

て
い
な
い
お
宅
は
、
火
災
か
ら
大
切
な
家

族
や
自
分
の
生
命
を
守
る
た
め
、
火
災
を

い
ち
早
く
知
ら
せ
る
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
早
急
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　

設
置
後
、
ま
た
は
、
す
で
に
設
置
さ
れ

て
い
る
お
宅
で
届
出
を
さ
れ
て
い
な
い
お

宅
は
、
住
宅
用
防
災
機
器
設
置
届
出
書
を

消
防
署
予
防
課
ま
で
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
用
紙
は
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

▼
消
防
署
へ
の
問
い
合
わ
せ
は
、

一
般
【
☎
（
69
）
７
１
７
１
】

火
災
案
内
【
☎
（
69
）
９
９
８
８
】

葛
城
市
消
防
団
役
員
構
成

葛
城
市
消
防
団
役
員
構
成

　

消
防
団
員
の
退
団
に
伴
い
、
４
月
１
日

付
で
次
の
と
お
り
役
員
構
成
が
代
わ
り
ま

し
た
。（
敬
称
略
）

団
長　
　
　

奥
村　

喜
洋

副
団
長　
　

住
野　

光
男

副
団
長　
　

田
仲　

完
好

副
団
長　
　

西
川　

昌
義

第
１
分
団　

分
団
長　
　
　

東　
　

義
輝

　
　
　
　
　

副
分
団
長　
　

小
柴　

弘
也

第
２
分
団　

分
団
長　
　
　

吉
井　

博

　
　
　
　
　

副
分
団
長　
　

木
綿　

敏

第
３
分
団　

分
団
長　
　
　

上
田　

雅
彦

　
　
　
　
　

副
分
団
長　
　

吉
村　

宏
一

第
４
分
団　

分
団
長　
　
　

斎
藤　

恵
史

　
　
　
　
　

副
分
団
長　
　

杉
岡　

義
弘

第
５
分
団　

分
団
長　
　
　

田
中　

孝
明

　
　
　
　
　

副
分
団
長　
　

福
井　

啓
藏

第
６
分
団　

分
団
長　
　
　

下
村　

雅
英

　
　
　
　
　

副
分
団
長　
　

山
田　

裕
清

▼
消
防
署

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
、
５
月
11

日
㈬
〜
20
日
㈮
ま
で
左
記
の
内
容
を
重
点

に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

葛
城
市
に
お
き
ま
し
て
も
期
間
中
、
５

月
12
日
㈭
に
は
市
内
各
駅
前
に
お
い
て
交

通
安
全
街
頭
啓
発
活
動
、
14
日
㈯
午
後
１

時
30
分
か
ら
、
市
役
所
當
麻
庁
舎
前
に
て

自
転
車
の
無
料
点
検
を
行
い
ま
す
。

◇　運動の基本　◇◇　運動の基本　◇
子どもと高齢者の交通事故防止子どもと高齢者の交通事故防止

◇　運動の重点　◇◇　運動の重点　◇
　　①自転車の安全利用の推進　　①自転車の安全利用の推進
　　②全ての座席のシートベルトと　　②全ての座席のシートベルトと
　　　チャイルドシートの正しい着用の徹底　　　チャイルドシートの正しい着用の徹底
　　③飲酒運転の根絶　　③飲酒運転の根絶
　　④正しい横断と横断歩行者の保護　　④正しい横断と横断歩行者の保護

▼
生
活
安
全
課



26広報「 」平成23年5月号

子育て・健康子育て・健康　　

※
つ
ど
い
の
広
場
で
は
お
話
を
楽
し
む
日

　

と
童
謡
を
楽
し
む
日
が
あ
り
ま
す
。

　

ど
の
施
設
に
も
参
加
で
き
ま
す
。

★
お
話
を
楽
し
む
日　

午
前
10
時
30
分
〜

　

５
月
11
日
㈬　

磐
城
児
童
館

　

５
月
16
日
㈪　

當
麻
文
化
会
館
３
階

　

５
月
18
日
㈬　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

６
月
８
日
㈬　

當
麻
児
童
館

　

６
月
15
日
㈬　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

６
月
20
日
㈪　

當
麻
文
化
会
館
３
階

★
童
謡
を
楽
し
む
日　

午
前
10
時
〜

　

５
月
２
日
㈪　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

６
月
６
日
㈪　

當
麻
文
化
会
館
３
階

５
月
・
６
月
の
予
定

５
月
・
６
月
の
予
定

▼
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
☎
（
69
）
５
２
４
１
／
FAX
（
69
）
５
３
０
１
】

５
月

日 月 火 水 木 金 土
1 22 3 4 5 66 7
8 99 1010 1111 1212 13 14
15 1616 1717 1818 1919 2020 21
22 2323 2424 2525 2626 2727 28
29 3030 3131

６
月

日 月 火 水 木 金 土
11 22 33 4

5 66 77 88 99 10 11
12 1313 1414 1515 1616 1717 18
19 2020 2121 2222 2323 2424 25
26 2727 2828 2929 3030

健
康
増
進
課

健
康
増
進
課

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に

お
い
で
よ

お
い
で
よ

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
ク
ラ
ブ

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
ク
ラ
ブ

援
助
・
両
方
会
員
募
集
！

援
助
・
両
方
会
員
募
集
！

40
歳
か
ら
の
若
さ
の
秘
訣
！

年
１
回
の
健
康
診
査

　

４
月
13
日
か
ら
「
つ
ど
い
の
広
場
」
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

子
育
て
中
の
親
子
が
集
ま
り
、
子
ど
も

と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
お
母
さ
ん
同
士
交
流

し
た
り
し
な
が
ら
、
お
家
と
違
っ
た
場
所

で
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
も

「
つ
ど
い
の
広
場
」
に
参
加
し
て
く
だ
さ

り
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
相
手
を
し
た
り

お
母
さ
ん
方
の
話
し
相
手
を
し
た
り
し
な

が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
育
て
を
温
か
く
見

守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

５
月
か
ら
は
、
年
齢
別
つ
ど
い
も
始
ま

り
ま
す
。
子
育
て
中
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
當
麻
文
化
会
館
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■つどいの広場　
■キンダーランド
■わんぱくルーム
■ひよこルーム
　6/23 ㈭　新庄地区
　6/24 ㈮　當麻地区
○こあらルーム
　5/9 ㈪・6/13 ㈪
○らっこルーム
　5/23 ㈪・6/27 ㈪

　

６
月
20
日
㈪
・
29
日
㈬
・
７
月
６
日
㈬

に
援
助
・
両
方
会
員
講
習
会
を
新
庄
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
ま
す
。
時
間
は

9
時
30
分
か
ら
で
す
。

　

子
育
て
の
お
手
伝
い
を
し
て
み
よ
う
と

い
う
方
、
会
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

　

詳
し
く
は
広
報
か
つ
ら
ぎ
６
月
号
に
掲

載
し
ま
す
。
関
心
の
あ
る
方
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

40
歳
以
上
の
方
は
、
ご
加
入
の

健
康
保
険
か
ら
案
内
さ
れ
る

『
特
定
健
康
診
査
』を
ご
利
用
く
だ
さ
い

葛
城
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の

40
歳
以
上
の
方

　

葛
城
市
で
は
、
今
年
度
も
特
定
健
康
診

子ども手当受給者の皆さまへ子ども手当受給者の皆さまへ
～子ども手当は引き続き支給されます～

　子ども手当は、平成 23 年 4 月～ 9月までの 6か
月間、これまでと同じ月額 1万 3000 円で引き続き
支給されることになりました。
支給金額支給金額　子ども１人につき、月額 1万 3000 円
支給対象となる子ども支給対象となる子ども　０歳から中学校卒業まで
（０歳から15歳になった後の最初の3月31日まで）
支給月支給月　平成 23 年 6月（平成 23 年 2～ 5月分）
　　　　平成 23 年 10 月（平成 23 年 3～ 9月分）

　ご注意　

▼次の方は、申請手続きが必要です
○出生などにより、新たに養育する子どもができた方
○既に受給していて、出生などにより養育する子ど
　もが増えた方
○既に受給していて、他の市町村から引越しをされた方

▼次の方は手続きの必要はありません
○既に受給していて、支給対象となる子どもの数に
　変更がない方
平成 23 年 6月の現況届の提出は不要です。ただし、
10月に届出・申請などが必要となることがあります。

▼子育て福祉課
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情
報
コ
ー
ナ
ー

子
育
て
・
健
康

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス

文
化
・
教
養

市
政
ニ
ュ
ー
ス

予
算
・
施
政
方
針

子育て・健康　

そ
の
他
の
方

　

平
成
23
年
４
月
１
日
以
降
に
各
健
康
保

険
へ
の
加
入
ま
た
は
脱
退
等
の
異
動
が
あ

っ
た
方
は
、
葛
城
市
が
実
施
す
る
健
康
診

査
を
受
診
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
自
身
が
受
診
で
き
る
か
ど
う
か
確
認

し
た
い
と
き
は
、
新
庄
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
近
年
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
症
、
脂
質
異

常
症
な
ど
の
「
生
活
習
慣
病
」
が
ま
す
ま

す
増
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
原
因
と
す
る

死
亡
者
数
は
、
全
体
の
３
分
の
１
に
上
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
疾
病
は
、
血
管
の
老
い
で
あ

る
動
脈
硬
化
を
予
防
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
ご
自
身
で
は
な
か
な
か
気
付
く
こ
と

が
で
き
な
い
体
の
変
化
を
早
期
に
発
見
で

き
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
予
防
の
可
能
性
が
高

く
な
り
ま
す
。
１
年
に
１
度
は
健
診
を
受

け
て
、
健
康
な
日
常
を
過
ご
せ
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

査
の
受
診
対
象
と
な
る
40
歳
か
ら
74
歳
ま

で
の
葛
城
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ

て
い
る
方
へ
、
５
月
中
旬
に
「
受
診
券
」

お
よ
び
「
質
問
票
」
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

特
定
健
康
診
査
は
、
今
月
の
折
り
込
み

チ
ラ
シ
に
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
、
葛

城
市
集
団
健
診
、
ま
た
は
受
診
券
に
同
封

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
あ
る
、
葛
城
市
内
の

個
別
特
定
健
康
診
査
等
実
施
機
関
、
お
よ

び
県
内
の
実
施
機
関
で
受
診
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

期
間
は
平
成
23
年
６
月
１
日
か
ら
、
平

成
24
年
１
月
31
日
ま
で
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
の
方

　

右
記
特
定
健
康
診
査
と
同
様
に
実
施
し
、

「
受
診
券
」
お
よ
び
「
質
問
票
」
を
５
月

中
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
今
年
度
中
に
75
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
る
方
は
、
健
診
を
受
け
る
前
に
手

続
き
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
23
年
４
月
か
ら
５
月
の
間
に

40
歳
、
ま
た
は
75
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら

れ
る
方
は
、「
受
診
券
」「
質
問
票
」
の
送

付
が
遅
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
保
険
課
ま
た
は
新
庄
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
健
康
増
進
課（
新
庄
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

【
☎
（
69
）
９
９
０
０
】

こ
ん
に
ち
は

こ
ん
に
ち
は

地
域
包
括
支
援

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

セ
ン
タ
ー
で
す

　

い
つ
ま
で
も
健
や
か

　

い
つ
ま
で
も
健
や
か

に
、
住
み
な
れ
た
地
域
で

に
、
住
み
な
れ
た
地
域
で

自
立
し
た
生
活
が
で
き
る

自
立
し
た
生
活
が
で
き
る

よ
う
に
支
援
す
る
の
が
地

よ
う
に
支
援
す
る
の
が
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

役
割
で
す
。

役
割
で
す
。

あ
た
ま
ハ
ツ
ラ
ツ
教
室

あ
た
ま
ハ
ツ
ラ
ツ
教
室

（
認
知
症
予
防
教
室
）

（
認
知
症
予
防
教
室
）

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

　

老
後
の
最
大
の
不
安
と
な
っ
て
い
る
認

知
症
。
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
脳
の
病
気

に
よ
る
も
の
で
85
歳
以
上
で
は
４
人
に
１

人
に
認
知
症
状
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
認
知
症
は
予
防
で
き
な
い
と
考
え
ら

れ
て
き
ま
し
た
が
、
最
近
の
研
究
か
ら
認

知
症
に
強
い
脳
を
つ
く
る
た
め
の
方
法
が

わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
少
し
物
忘
れ
が
気
に
な
り
だ
し
た
方

を
対
象
に
、
次
の
内
容
で
あ
た
ま
ハ
ツ
ラ

ツ
教
室
（
認
知
症
予
防
教
室
）
を
実
施
し

ま
す
。
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

内
容

　

手
指
や
上
半
身
を
使
っ
た
体
操
、
和
太

鼓
や
竹
太
鼓
を
使
っ
た
音
楽
、
頭
を
使
っ

た
ゲ
ー
ム
な
ど

対
象
者

　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
要
介
護
認
定

を
受
け
て
お
ら
れ
な
い
方

　

ま
た
、
左
記
の
質
問
項
目
で
１
つ
で
も

該
当
さ
れ
る
方

□
周
り
の
人
か
ら
「
い
つ
も
同
じ
こ
と
を

　

聞
く
」
な
ど
の
物
忘
れ
が
あ
る
と
言
わ

　

れ
る

□
自
分
で
電
話
番
号
を
調
べ
て
電
話
を
か

　

け
ら
れ
な
い

□
今
日
が
何
月
何
日
か
わ
か
ら
な
い
時
が

　

あ
る

実
施
日

　

平
成
23
年
７
月
20
日
㈬
〜

　
　
　
　
　

12
月
７
日
㈬
の
毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
　

全
20
回　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

　

福
祉
総
合
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
（
ゆ
う
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

連
絡
先

▼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
當
麻
庁
舎
内
）【
☎
（
48
）
２
８
１
１
】

子
育
て
・
健
康
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文化・教養　文化・教養　　　

休
館
日
は
31
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
新
庄
文
化
会
館
【
☎
（
69
）
４
６
０
０
】

▼
當
麻
文
化
会
館
【
☎
（
48
）
５
０
０
０
】

文
化
会
館
ニ
ュ
ー
ス

文
化
会
館
ニ
ュ
ー
ス

催し物の ご案内催し物のご案内

▼▼新庄文化会館（マルベリーホール）新庄文化会館（マルベリーホール）
月　日月　日 催　し　物催　し　物 入場方法入場方法 開演時間開演時間 主　催　者主　催　者 連　絡　先連　絡　先
5 月 2 日㈪ 植村花菜　LIVE　TOUR　2011 有　料 18:30 ～ 葛城市 0745（69）4600

【新庄文化会館】

5月 22 日㈰ 當麻太鼓白鳳座設立 10 周年
記念自主公演 無　料 13:30 ～ 當麻太鼓　白鳳座 0745（48）2811

【生涯学習課】

▼▼當麻文化会館（ホール）當麻文化会館（ホール）
月　日月　日 催　し　物催　し　物 入場方法入場方法 開演時間開演時間 主　催　者主　催　者 連　絡　先連　絡　先
5 月 8 日㈰ 歌謡連合会カラオケ発表会 無　料 9:00 ～ 葛城市歌謡連合会 　　　　　

5月 12 日㈭ 葛城市人権教育研究会 関係者 　　　 葛城市人権教育研究会 0745（48）2054
【白鳳中学校】

5月 22 日㈰ 當麻文化会館映画鑑賞会
「毎日かあさん」 要整理券 14:00 ～ 葛城市當麻文化会館 0745（48）5000

【當麻文化会館】

5月 28 日㈯ 童謡詩人　金子みすず・心の詩 開催賛助金 13:00 ～ 奈良みすずの和 0745（48）4552
【植本】

＊都合により一部催し物が変更になる場合があります。ご了承ください。＊準備､ リハーサルなどでの使用に関しては本表に
記載しておりません。＊詳細は主催者にお問い合わせください。

平
成
平
成
2323
年
度
年
度

マ
ル
ベ
リ
ー
友
の
会

マ
ル
ベ
リ
ー
友
の
会

　
　
　
　
　

年
会
費

　
　
　
　
　
　

１
０
０
０
円

　
　
　
　
　

有
効
期
間

　
　
　
　
　
　

平
成
23
年
４
月
１
日
〜

　
　
　
　
　
　

平
成
24
年
３
月
31
日

会

員

特

典

会

員

特

典

★
マ
ル
ベ
リ
ー
ホ
ー
ル
主
催
の
公
演
チ
ケ

　

ッ
ト
が
、
割
引
で
一
般
発
売
の
１
週
間

　

前
よ
り
電
話
に
て
先
行
予
約
が
で
き
ま

　

す
。

★
割
引
購
入
枚
数
は
１
会
員
に
２
枚
ま
で
。

　
（
先
行
電
話
予
約
枚
数
を
含
む
）

★
マ
ル
ベ
リ
ー
ホ
ー
ル
主
催
の
イ
ベ
ン
ト

　

情
報
を
お
送
り
し
ま
す
。

★
當
麻
文
化
会
館
自
主
事
業
に
も
適
用
し

　

ま
す
。

申
し
込
み
／
問
い
合
わ
せ

　

新
庄
文
化
会
館
ま
た
は
當
麻
文
化
会
館

会員募集中会員募集中

當
麻
文
化
会
館
映
画
鑑
賞
会

當
麻
文
化
会
館
映
画
鑑
賞
会

開
場

　

５
月
22
日
㈰　

午
後
１
時
30
分
〜

上
映

　

５
月
22
日
㈰　

午
後
２
時
〜

場
所

　

當
麻
文
化
会
館　

ホ
ー
ル　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

入
場
無
料

主
催

　

當
麻
文
化
会
館 

※
当
日
の
午
後
０
時
30
分
よ
り
入
場
整
理

　

券
を
１
人
４
枚
ま
で
配
布
い
た
し
ま
す
。

　
（
ホ
ー
ル
定
員
５
０
０
席
）

毎月 11 日は人権を確かめあう日です
奈良県市町村人権・同和問題啓発活動推進本部　葛城市人権問題啓発活動推進本部

①②③④



29 広報「 」平成23年5月号 市役所　新庄庁舎　☎（69）3001 ／當麻庁舎　☎（48）2811

情
報
コ
ー
ナ
ー

子
育
て
・
健
康

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス

文
化
・
教
養

市
政
ニ
ュ
ー
ス

予
算
・
施
政
方
針

▼
新
庄
図
書
館
【
☎
（
69
）
４
６
４
６
】

▼
當
麻
図
書
館
【
☎
（
48
）
６
０
０
０
】

新

着

図

書

新

着

図

書

文
化
・
教
養

文化・教養　　

休
館
日
は
31
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

図
書
館
だ
よ
り

図
書
館
だ
よ
り

○
手
作
り
ガ
レ
ー
ジ
＆
カ
ー
ポ
ー
ト

―

愛
車
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
自
分
で
作
る
方
法

【
當
麻
館
】

○
「
歩
く
だ
け
」
ダ
イ
エ
ッ
ト

須
藤　

桂
一
【
新
庄
館
】

○
時
平
の
桜
、
菅
公
の
梅

奥
山　

景
布
子
【
當
麻
館
】

○
採
集
し
て
観
察
す
る
海
岸
の
石
こ
ろ

渡
辺　

一
夫
【
新
庄
館
】

○
エ
コ
・
ラ
ッ
ピ
ン
グ

平
田　

美
咲
【
新
庄
館
】

○
パ
パ
と
あ
た
し
の
さ
が
し
も
の

鈴
木　

映
子
【
當
麻
館
】

歴
史
博
物
館
ガ
イ
ド

歴
史
博
物
館
ガ
イ
ド

▼
歴
史
博
物
館 【
☎
（
64
）
１
４
１
４
】

休
館
日
は
31
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
公
開
講
座
】

【
公
開
講
座
】

　　
『
葛
城
学
へ
の
い
ざ
な
い
』（
第
２
回
）

『
葛
城
学
へ
の
い
ざ
な
い
』（
第
２
回
）

　
「
　
「
樋
口
清
之
博
士
の
見
た
竹
内
遺
跡
」」

日
時
日
時　

５
月

　

５
月
2121
日
㈯　

午
後
２
時
〜

日
㈯　

午
後
２
時
〜

講
師
講
師　

神
庭　

滋
（
当
館
学
芸
員
）

　

神
庭　

滋
（
当
館
学
芸
員
）

会
場
会
場　

歴
史
博
物
館
２
階
あ
か
ね
ホ
ー
ル

　

歴
史
博
物
館
２
階
あ
か
ね
ホ
ー
ル

定
員　

１
０
０
名
程
度
（
受
講
無
料
）

申
込　

電
話
ま
た
は
直
接
窓
口
に
て
受
付

【
春
季
企
画
展
】

『
先
人
か
ら
の
言こ
と
づ
て伝

―

樋
口
清
之
博
士
と
竹
内
遺
跡―

』

　

大
正
か

ら
昭
和
の

は
じ
め
頃

に
か
け
て
、

竹
内
遺
跡

周
辺
に
お

い
て
採
集
さ
れ
た
石
器
や
土
器
を
中
心
に

貴
重
な
考
古
資
料
の
数
々
を
一
堂
に
集
め

て
展
示
公
開
い
た
し
ま
す
。

会
期　

４
月
30
日
㈯
か
ら
６
月
26
日
㈰
ま
で

入
館
料　

大
人　
　
　
　
　

２
０
０
円

　
　
　
　

高
校
・
大
学
生　

１
０
０
円

　
　
　
　

小
・
中
学
生　
　
　
　

50
円

場
所　

忍
海
２
５
０―

１

　
　
　

近
鉄
忍
海
駅
下
車
す
ぐ

お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ

お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ

子
ど
も
と
楽
し
む
本
の
世
界

子
ど
も
と
楽
し
む
本
の
世
界

連
続
講
座　

第

連
続
講
座　

第
11
回回

「
子
ど
も
が
よ
い
物
語
に
で
あ
う
と
き
」

日
時　

５
月
22
日
㈰

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

講
師　

小
寺　

啓
章　

氏
（
前
太
子
町
図

　
　
　

書
館
長
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女

　
　
　

子
大
学
非
常
勤
講
師
）

場
所　

當
麻
図
書
館
研
修
室

対
象　

大
人

　

新
着
図
書
は
ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

ご
来
館
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

★
新
庄
図
書
館

日
時　

５
月
28
日
㈯　

午
後
２
時
〜

場
所　

新
庄
図
書
館　

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

　
『
小
さ
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

絵
本　

お
ひ
さ
ま　

ぽ
か
ぽ
か

牛
乳
パ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー　

カ
エ
ル　

絵
本　

て
と
ゆ
び

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー　

イ
グ
ア
ナ
レ
ス
ト
ラ
ン

　
『
大
き
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

お
は
な
し　
し
お
ち
ゃ
ん
と
こ
し
ょ
う
ち
ゃ
ん

★
當
麻
図
書
館

日
時　

５
月
15
日
㈰　

午
後
１
時
30
分
〜

場
所　

當
麻
図
書
館　

お
は
な
し
部
屋

　
『
小
さ
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

絵
本　

ダ
ッ
ク
ス
く
ん
と
フ
ン
ト
く
ん

お
は
な
し　

ね
ず
み
と
時
計

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー　

の
せ
て
の
せ
て

　
『
大
き
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

お
は
な
し　

こ
す
ず
め
の
ぼ
う
け
ん

絵
本　

く
わ
ず
に
ょ
う
ぼ
う

＊
お
は
な
し
が
始
ま
る
と
へ
や
に
入
れ
ま
せ
ん
。

時
間
に
間
に
合
う
よ
う
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

新
庄
図
書
館
か
ら

新
庄
図
書
館
か
ら

特
別
整
理
休
館
の
お
知
ら
せ

特
別
整
理
休
館
の
お
知
ら
せ

　

新
庄
図
書
館
で
は
、
６
月
９
日
㈭
〜
20

日
㈪
の
期
間
、
特
別
整
理
の
た
め
休
館
し

ま
す
。

　

な
お
、
長
期
休
館
に
と
も
な
い
５
月
18

日
㈬
〜
６
月
６
日
㈪
ま
で
特
別
貸
出
を
行

い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
貸
出

冊
数
は
１
人
10
冊
ま
で
、
返
却
期
日
は
７

月
２
日
㈯
で
す
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ま
に
は
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
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情報コーナー　情報コーナー　

奈
良
県
か
ら

自
動
車
税
の
納
期
お
知
ら
せ

自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31
日
㈫
で
す
。

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
の

所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

必
ず
納
期
限
（
５
月
31
日
）
ま
で
に
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

金
融
機
関
や
県
税
事
務
所
の
窓
口
だ
け

で
な
く
、
コ
ン
ビ
ニ
、
ペ
イ
ジ
ー
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
で
も
納
付
が
可
能
で
す
。
詳
細
に
つ

き
ま
し
て
は
、
納
税
通
知
書
に
同
封
の
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
県
税
の
窓
口
で
は
、
軽
自
動
車

税
の
納
付
は
出
来
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

住
所
を
変
更
さ
れ
た
場
合
は
、

奈
良
県
税
事
務
所　

自
動
車
税
第
一
課

【
☎
０
７
４
２
（
26
）
１
１
７
７
】

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
県
内
で
住
所
変
更
さ
れ
た
方
ま

た
は
他
の
都
道
府
県
か
ら
転
入
さ
れ
た
方

で
県
外
ナ
ン
バ
ー
の
自
動
車
を
お
持
ち
の

方
は
、
運
輸
支
局
で
す
み
や
か
に
変
更
登

録
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

市
内
一
斉
清
掃

　

５
月
15
日
㈰
は
、
市
内
一
斉
清
掃
の
日

で
す
。

　

住
み
よ
い
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

し
、
自
宅
周
辺
を
中
心
と
し
た
美
化
清
掃

に
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
環
境
課

平
成
平
成
2323
年
度
年
度

「
さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
」

「
さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
」

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

　

自
然
と
歴
史
、
文
化
に
ふ
れ
合
う
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、次
の
要
領
で「
さ

わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
」
を
開
催
し

ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

第
１
回
（
市
外
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）

日
時　
　

６
月
12
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
頃

コ
ー
ス　

矢
田
寺
・
松
尾
寺
コ
ー
ス

第
２
回
（
市
外
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）

日
時　
　

10
月
９
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
頃

コ
ー
ス　

伏
見
酒
蔵
探
訪
コ
ー
ス

第
３
回
（
市
外
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）

日
時　
　

３
月
11
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
頃

コ
ー
ス　

ミ
ス
テ
リ
ー
コ
ー
ス

申
込
締
切

　

５
月
29
日
㈰
午
後
５
時
ま
で

　
（
毎
週
火
曜
日
と
第
２
・
第
４
水
曜
日

　

は
休
館
日
で
す
。）

申
込
場
所

　

葛
城
市
當
麻
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

【
☎
（
48
）
６
６
０
０
】

　

葛
城
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
☎
（
69
）
６
９
６
１
】

申
込
書

　

各
申
込
場
所
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

※
各
回
と
も
、
交
通
費
、
入
場
料
等
は
自

　

己
負
担
で
す
。

※
服
装
は
運
動
で
き
る
服
装
で
、
持
ち
物

　

は
昼
食
・
飲
み
物
・
雨
具
・
タ
オ
ル
等

　

で
す
。

※
参
加
者
に
は
、
傷
害
保
険
（
２
０
０
円

　

／
１
人
）
に
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

申
し
込
み
の
際
に
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、
体
育
振
興
課

【
☎
（
48
）
６
６
０
０
】
ま
で

日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

平
成
23
年
度
中
に
策
定
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
「
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」

の
基
礎
資
料
と
し
て
、
高
齢
者
福
祉
全
般

の
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
65
歳
以
上
の
方
の
生
活

状
況
を
把
握
し
、
ど
の
地
域
に
ど
の
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
か
を
検
討
す
る
た
め

に
行
う
も
の
で
す
。

　

調
査
票
が
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、

ご
記
入
の
う
え
、
速
や
か
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象

   

平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
、
葛
城
市
に

　

お
住
ま
い
の
65
歳
以
上
の
方

問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
福
祉
課
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情
報
コ
ー
ナ
ー

子
育
て
・
健
康

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

ま
ち
の
ニ
ュ
ー
ス

文
化
・
教
養

市
政
ニ
ュ
ー
ス

予
算
・
施
政
方
針

●● ●● ●● 今 月 の 無 料 相 談今 月 の 無 料 相 談 ●● ●● ●●
相 談 名相 談 名 月 日月 日 時 間時 間 場 所場 所 問 い 合 わ せ問 い 合 わ せ

人権・行政・人権・行政・
心配ごと相談心配ごと相談

5 月 12 日 ㈭ 9:00 ～ 12:00 新庄庁舎 総務財政課・人権政策課
または
社会福祉協議会【☎（48）3373】

5 月 19 日 ㈭ 9:00 ～ 12:00 忍海集会所

5 月 26 日 ㈭ 9:00 ～ 12:00 當麻文化会館

＊相談は先着順で、申し込みは不要です。

弁護士による弁護士による
法律相談法律相談

5 月 19 日 ㈭ 13:00 ～ 16:00 新庄庁舎
企画政策課

5 月 26 日 ㈭ 13:00 ～ 16:00 當麻文化会館

＊相談は 1回 20 分で、予約が必要です。企画政策課へ申し込んでください。

中南和法律相談センター中南和法律相談センター
法律相談法律相談

※問い合わせ先に確認してください。 奈良弁護士会
【☎ 0742（22）2035】

＊相談は 1回 30 分で、予約が必要です。奈良弁護士会へ申し込んでください。

健康相談健康相談
5 月 23 日 ㈪ 10:00 ～ 11:00 新庄健康福祉センター 健康増進課

＊血圧測定・尿検査など。健康手帳のある方は、お持ちください。

乳幼児健康相談乳幼児健康相談

5 月 9 日 ㈪ 10:00 ～ 11:00 當麻保健センター

健康増進課5 月 25 日 ㈬ 10:00 ～ 11:00 新庄健康福祉センター

5 月 26 日 ㈭ 10:00 ～ 11:00 新庄健康福祉センター

＊身体測定、保健師・管理栄養士による個別相談。母子健康手帳をお持ちください。

増改築・耐震相談増改築・耐震相談

5 月 1 日 ㈰ 9:00 ～ 12:00 當麻文化会館 葛城市建築組合
藤井本正明【☎（69）2753】（當麻）
藤井本　弘【☎（69）2877】（新庄）
または都市計画課

5 月 28 日 ㈯ 13:00 ～ 17:00 中央公民館

6 月 5 日 ㈰ 9:00 ～ 12:00 當麻文化会館

＊増改築や耐震に備えての相談に応じます。

消費生活相談消費生活相談

5 月 2 日 ㈪ 10:00 ～ 12:00・13:00 ～ 16:00 新庄庁舎

商工観光課
または
御所市役所市民課
【☎ 0745（62）3001】

5 月 9 日 ㈪ 10:00 ～ 12:00・13:00 ～ 16:00 新庄庁舎

5 月 16 日 ㈪ 10:00 ～ 12:00・13:00 ～ 16:00 新庄庁舎

5 月 23 日 ㈪ 10:00 ～ 12:00・13:00 ～ 16:00 新庄庁舎

5 月 30 日 ㈪ 10:00 ～ 12:00・13:00 ～ 16:00 新庄庁舎

毎 週 木 曜 日 10:00 ～ 12:00・13:00 ～ 16:00 御所市役所

＊「架空請求」や「悪質商法」などの消費生活に関する相談に応じます。
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情報コーナー　

今月の
休館・休園日

5 月 6月
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
11 22 33 44 55 66 77 88 99 1010 1111 1212 1313 1414 1515 1616 1717 1818 1919 2020 2121 2222 2323 2424 2525 2626 2727 2828 2929 3030 3131 11 22 33 44

新庄図書館新庄図書館 ※ 休 休 休 休 休 休 休 ※
當麻図書館當麻図書館 ※ 休 休 休 休 休 休 休 ※
新庄文化会館新庄文化会館 休 休 休 休 休 休 休
當麻文化会館當麻文化会館 休 休 休 休 休 休 休
歴史博物館歴史博物館 休 休 休 休 休 休 休
相撲館相撲館 休 休 休 休 休 休 休 休
當麻スポーツセンター當麻スポーツセンター 休 休 休 休 休 休 休
コミュニティセンターコミュニティセンター 休 休 休 休 休 休 休
中央公民館中央公民館 休 休 休 休 休 休 休
ふるさと公園ふるさと公園 休 休 休 休 休 休 休 休
葛城山麓公園葛城山麓公園 休 休 休 休 休 休 休 休
いきいきセンターいきいきセンター 休 休 休 休 休 休 休 休

※：職員は出勤していますが、通常業務は行いません。
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2011
5 　家具類の転倒・落下防止

○テレビやパソコン・仏壇などにすべり止めマットや
　粘着シートなどを敷く
○たんすや本棚などを転倒防止器具で壁や床に固定する
○避難に支障のないよう家具を配置する
○照明は天井にじかに取り付けるタイプにするか、釣
　り糸などで三方を留める

　けがの防止対策
○食器棚や窓ガラスなどにはガラスの飛散防止措置を
　しておく

　火災の予防・早期発見
○普段使用しない電気器具はコンセントを抜いておく
○早期発見のため、住宅用火災警報器を設置する

　家族・近所で話し合い
○地震が発生したときの役割分担、離れ離れになった
　時の安否確認方法や、集合場所を家族で話し合う
○避難場所や避難経路を確認する
○普段から隣近所と協力体制を話し合う

普段からできる準備

○非常用持ち出し袋を作りましょう。
○持ち出し袋には、以下に挙げるものなどを入れ、家具の転倒などがあっ
　ても取り出せるような身近な場所に置いておきましょう。
※持ち出し品が多すぎると避難が大変です。
　（目安は男性で 15kg、女性で 10kg です。）

　食品関係
乾パン・缶詰など火を通さなくても食べら
れる物やミネラルウォーターなど

　救急・安全関係
ばんそうこう・傷薬・包帯・病人やお年寄
りの常備薬など

　貴重品
現金・権利証書・預貯金通帳・免許証・健
康保険証・印鑑・クレジットカード・キャッ
シュカード類など

　日用品
懐中電灯・ラジオ・電池・ライター・ナイ
フ・缶切り・ビニール袋・ティッシュペー
パーなど

　衣類など
下着・上着・タオル・毛布・手袋など

　その他
歯ブラシ・石けん・眼鏡・ほ乳瓶・紙おむ
つなど

用意しておくもの

人の動き　4 月 1日現在（前月比）
人 口 36,378 人 （－ 2人）
男 17,508 人 （－ 5人）
女 18,870 人 （＋ 3人）

世帯数 13,132 戸 （＋ 25戸）

地震地震などの大規模災害に備えてなどの大規模災害に備えて
家族の家族の命命を守るための準備を再確認しましょうを守るための準備を再確認しましょう
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thank you for reading... 

東 皆


